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3-2-4 調達計画 

3-2-4-1 調達方針 

以下の調達方針に基づき、資機材の調達計画を行う。 

① RUWASA による施設建設工事工程との整合を図った計画とする。 
② 採用する機材の選定に当っては、消耗品、交換部品等の入手経路、使用環境条件、

維持管理体制等も十分考慮した計画とする。 
③ 調達機材は、現地の技術水準、維持管理状況等の調査結果を踏まえ、現地生産品、

第三国製品、日本製品の中から、ナイジェリア国側にとって最も有利な製品を選択

する。 
④ 井戸建設における品質管理、工程管理の容易性に鑑み、使用する資材類は可能な限

り、BS、DIN、ASTM、JIS 等国際規格に準拠した製品を選定する。 
⑤ 調達する機材の維持管理責任機関は、RUWASA とする。 
⑥ 調達する資機材により建設された井戸の維持管理責任機関は、各コミュニティの

VWESC とする。 

3-2-4-2 調達上の留意事項 

機材の調達に関しては、以下の点に十分留意する。 

① 請負業者の派遣する技術者による機材の点検、運転･維持管理に関するコミッショニ

ング実施のためのナイジェリア国側による輸入･通関、車輌登録等の諸手続き 
② ナイジェリア国側の輸入許可、通関手続き、その他貿易業務一般 
③ 日本側調達業者の輸送状況に関する確認、通関や受け取りおよび保管期間以降の事

故等 

3-2-4-3 調達・据付区分 

資機材調達は、RUWASA に引き渡されるまでを日本側の負担事項とする。引渡し後の資機

材の維持管理は、ナイジェリア国側によって行われる。また、調達資機材を用いて行われる井

戸給水施設の建設工事および完成した施設の管理責任は、ナイジェリア国側とする。 

なお、工事に際して日本側は、ソフトコンポーネントにより施工方法、品質管理･工程管理･

出来高管理等の指導および技術移転を行うが、日本側は工事に関する監督責任は負わない。 

施設建設工事で必要な資材は、以下のような負担区分とする。 
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表3-7 資材分担区分 

資機材 ナイジェリア国側 日本国側 

ケーシングパイプ － ○ 
スクリーンパイプ － ○ 
ハンドポンプ － ○ 
ベントナイト、セメント、砂利などその他
の井戸建設資材 ○ － 

 

3-2-4-4 調達監理計画 

入札から輸送、納品まで資機材の調達が円滑に行われるように、コンサルタントおよび調

達業者は以下のような調達監理を行う。 

① コンサルタントの調達監理担当者 
引渡しがスムーズかつ確実に行われるように、以下の業務を行う。 
• 業者打ち合わせ 
• 発注内容の確認 
• 工場出荷前検査 
• 調達業者が行う技術指導、保守マニュアル等引渡し等の監理 

② 調達業者 

• 現地調達管理者を調達機材の現地ラゴス港着にあわせて派遣する 
• 調達時に掘削関連資機材、車輌類ならびに物理探査機材等を対象とした機材の運

転・使用方法に関する説明を行う。この説明は実施機関である RUWASA において

実施する。 

3-2-4-5 品質管理計画 

井戸の善し悪しは井戸掘削後の仕上げによる影響が大きい。また、エプロンや排水施設の

不良は井戸の寿命に大きな影響を与える。したがって機材調達の前にコンサルタントが、調達

後に調達業者が以下のような指導を行う。 

① コンサルタントのソフトコンポーネント担当者 

• 品質管理についてワークショップを行い、その重要性を理解させる。 
• 品質管理のためのチェックリストを作成する。 

② 調達業者による掘削施工管理指導 

• 調達機材を使用して、掘削方法、仕上げの方法などの掘削技術についての OJT を行う。 
• エプロン建設は標準図に準拠し、また、そのためのコンクリート施工指導を行う。 
• 浸透升等排水設備の建設を確実に行わせる。 
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3-2-4-6 資機材等調達計画 

本プロジェクトで調達される資機材については、アフターサービスの確保と調達コストの

縮減が図れるよう、現地・第三国調達の可能性を考慮した計画とする。 

(1) 掘削リグおよび関連機器 

掘削リグは現地での製造は行われていないため、第三国あるいは日本国調達とする。井

戸掘削リグおよび掘削用資機材は、現地においてアフターサービス体制が十分可能な掘削

機の製造業者から調達する。 

(2) 井戸建設用資機材 

• ハンドポンプ 

ナイジェリア国では UNICEF の支援によりハンドポンプの標準化が進められてお

り、修理技術の熟練度も高い。スペアパーツの入手も容易であり、本プロジェクト

においても同様の製品を調達する。ハンドポンプはナイジェリア国内で生産されて

おり、ハンドポンプの現地輸入業者もあることから現地または第三国からの調達を

計画する。 

• ケーシングパイプおよびスクリーンパイプ類 

井戸建設に使用される uPVC 製のケーシングパイプおよびスクリーンパイプ類は、

ナイジェリア国内において調達が可能である。品質面でも国際規格で製造できる

メーカーが数社存在する。従って、現地市場から調達することを計画する。 

3-2-4-7 ソフトコンポーネント計画 

本プロジェクトのソフトコンポーネントでは 1) 工事管理技術指導（工事運営管理指導）と

2) 給水施設運営維持管理体制強化の 2 分野の支援を行う。 

(1) ソフトコンポーネントを導入する必要性 

1) 工事管理技術指導(工事運営管理指導) 

本プロジェクトでは、2 年半で 240 本の深井戸給水施設建設を行う計画である。本プ

ロジェクトで調達される資機材を有効活用し、効率的に事業を実施するために、機材の

操作方法、点検・修理方法、井戸掘削技術や施工監理能力といった技術面の強化のみな

らず、工事実施計画策定等の運営管理面の指導が必要である。指導により、RUWASA
の限られた人的資源、予算を有効活用した工事運営が可能になる。また、計画的な工事

の実施により、手待ち期間、機材の不備による無駄、事故等を最低限に止め、本プロジェ

クトを円滑に進めることが出来る。 
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また、RUWASA が保有している機材の維持管理状況は、故障と修理を繰り返してい

る。維持管理台帳(記録)もなく、故障防止のための日常点検が行われていないため、機

材故障が頻発し、進捗が落ち込んでいる。計画的な維持管理を行うための維持管理記録

フォーマットの整備や適切な機材管理・更新計画の指導が必要である。機材の日常点検、

予防整備を行うことによって、機材故障を未然に防ぐことが可能になる。 

2) 給水施設運営維持管理体制強化 

RUWASA の給水衛生事業の内容は、深井戸給水施設建設の要請後、事業実施のため

の予算確保、サイト調査(自然条件、社会状況)、施設の建設、水質検査、建設直後の啓

発活動である。建設された施設が引き渡された後は、VWESC によって運営維持管理が

行われる。各 LGA の給水課に所属する水衛生管理ユニット（LGA Water and Sanitation 
Unit: LGA Unit）の職員は、VWESC を支援する。このシステムは、RUWASA 職員、

LGA 職員、コミュニティの住民といった関係者に理解されていないため、適切に機能し

ていないのが現状である。 

その原因として、RUWASA の職員の中に他の給水セクター(WRECA、Water Board)
からの転属者が多く、同システムを全ての職員が十分理解していない、関係者間の連携

体制が不十分、職員の専門的な知識・技術力が不足し、実施・運営管理が十分成されて

いない、職員に対する研修・指導が行われていない等が挙げられる。給水施設の持続的

な運営維持管理を確立するために、RUWASA の給水衛生事業システムの内容整理と関

係者間の連携体制を強化することが必要である。住民組織設立や住民啓発活動が適切に

行われるためには、実施機関の RUWASA 職員の実践的なトレーニングや専門知識・技

術の修得の機会を提供し、職員のキャパシティビルディングを図ることが必要である。 

(2) RUWASA の給水衛生事業の現状と解決すべき課題 

RUWASA の多くの職員は近年、関連の組織から移籍してきた者が多い。本プロジェ

クトで調達される資機材が活用され効率的に給水施設が建設されるためには、RUWASA
の運営・維持管理体制や給水衛生事業システムをさらに強化する必要がある。 

RUWASA の実施している給水衛生事業システムを強化するために改善すべき主な課

題は、以下の通りである。 

① 詳細な計画に基づいた井戸建設工事の運営管理を行うこと。 
② ワークショップ機能を充実させるとともに資機材の管理システムを改善すること。 
③ これまでの事業実績や給水施設の記録等を系統立てた整理・管理システムに移行

すること。 
④ 給水衛生事業の事業管理・運営マニュアル整備を行い、各部門の業務内容を全職

員で共有出来るようにすること。 
⑤ RUWASAとLGAとの給水施設維持管理に関する支援体制の連携を強化すること。 
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⑥ コミュニティの住民に対して、自ら給水施設の運営維持管理を行う意識を定着さ

せる啓発活動を行うこと。 
⑦ 井戸給水施設建設を要請された村落に対する選定基準を明確にし、建設後の井戸

給水施設維持管理状況を管理するためのモニタリングを徹底すること。 
⑧ RUWASA 職員に対して給水衛生事業の管理運営に関する専門的知識・技術力を

向上させること。 

(3) ソフトコンポーネントの目標 

1) 工事管理技術指導（工事運営管理指導） 

① 井戸建設計画に基づいた井戸建設工事が継続的に行われる。 
② 資機材の維持管理能力の向上によって、持続的な工事支援体制が確立する。 
③ 井戸台帳の整備により給水衛生事業の運営管理体制が改善される。 

2) 給水施設の運営維持管理体制の強化 

① 給水衛生事業マニュアルに沿って RUWASA の給水衛生事業が継続的に行われる。 
② RUWASA と LGA Unit 連携によるコミュニティの VWESC に対する組織化支援

および啓発活動が継続して行われる。 
③ 各コミュニティに VWESC が設立され、主体的な給水施設の運営維持管理が可能

となる。 
④ マニュアルに沿ったコミュニティー選定や O/M システムのモニタリングが継続

的に行われる。 
⑤ RUWASA 職員を通じて LGA Unit 職員の能力向上が図られる。 

(4) ソフトコンポーネントの成果 

本プロジェクトのソフトコンポーネント業務による直接的な成果は以下の通りである。 

1) 工事管理技術指導（工事運営管理指導） 

① 策定された井戸建設計画に基づいて施設建設工期が遵守される。 
② 資機材の維持管理計画が策定される。 
③ 井戸台帳が整備される。 

2) 給水施設の運営維持管理体制強化 

① 給水衛生事業システム全体のマニュアルが作成され、業務内容が明確になる。 
② RUWASA と LGA Unit の VWESC 支援の業務運営管理規則ができ、支援分担内

容が明確になる。 
③ モデルコミュニティで VWESC が設置され、同時に RUWASA／モデル LGA 

Unit 職員が住民組織化／啓発活動のノウハウを習得する。 
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④ 村落選定基準の設定、モニタリング実施方法を決定しマニュアルが作成される。 
⑤ RUWASA 職員が給水衛生事業に必要な専門知識・技術を修得する。 

(5) ソフトコンポーネントの活動(投入計画) 

活動内容 

1) 工事管理技術指導（工事運営管理指導） 

工事開始に先立って邦人コンサルタントが給水課、ワークショップ課および計画課の

モニタリング担当者を対象にして RUWASA の運営管理体制を強化するため、井戸給水

施設の建設運営管理計画および資機材維持管理計画策定指導を行う。 

2) 給水施設の運営維持管理体制強化支援 

① 給水施設の運営維持管理体制の連携強化 

給水施設を持続的に使用するために運営維持管理体制の強化する必要がある。

RUWASA の給水衛生事業内容の整理および RUWASA、LGA Unit、VWESC の

組織運営体制・関係者間の連携強化を図るための支援を行う。 

② RUWASA 職員のための研修 

給水衛生事業の業務内容確認および VWESC の組織化／住民啓発支援を行うため

の専門的知識・技術を修得する目的で、給水衛生事業マニュアルの整理に従事した

RUWASA 職員の計画策定・運営管理下で RUWASA の職員研修を行う。 

詳細な活動内容を次頁以降に示す。 
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析

例
の

実
地

指
導

 
2.
資

機
材

の
維
持
管

理
計

画
策

定
指

導
 

(ｱ
)機

材
維

持
管
理
の

重
要

性
に

つ
い

て
説

明
 

(ｲ
)維

持
管

理
に
つ
い

て
統

一
基

準
を

持
つ

こ
と

の
必

要
性

、
日

常
作

業
の

中
で

行
う

点
検

お
よ

び
一

定
期
間
毎
に

行
う
点

検
の
必
要

性
に
つ

い
て
の
説

明
 

(ｳ
)質

疑
応

答
 

(ｴ
)P

C
を

使
用
し
た

在
庫

リ
ス

ト
記

録
簿

、
チ

ェ
ッ

ク
リ

ス
ト

類
の

作
成

 
(ｵ

)未
整
理

で
積
上
げ

ら
れ

た
書

類
・
伝

票
を

分
類

し
、
フ

ァ
イ

リ
ン

グ
す

る
。
そ

れ
を

利
用

す
る

職
員

が
必
要
に

応
じ
て

利
用
可
能

な
場
所

に
保
管
す

る
と
と

も
に
、
管

理
者

は
責

任
を

も
っ

て
管

理
す

る
。
 

(ｶ
)計

画
的

修
繕
計
画

の
立

案
お

よ
び

点
検

記
録

等
を

用
い

た
年

次
計

画
の

立
案

方
法

を
指

導
 

(ｷ
)予

防
整

備
教

育
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2
)
 
給
水
施
設
運
営
維
持
管
理
体
制
強
化

 

①
 
給
水
施
設
運
営
維
持
管
理
体
制
連
携
強
化

 
活

動
項

目
 

活
動
内

容
 

実
施

方
法

 
直

接
的
成

果
 

1.
 R

U
W

A
SA

の
給

水
衛
生
事

業
内
容
の

整
理

指
導

 
1-

1.
 給

水
衛

生
事

業
全

体
の

ﾏ
ﾆ
ｭ
ｱ
ﾙ

作
成

 
   

①
ﾓ
ﾃﾞ

ﾙ
LG

A
を

選
定

し
、

ﾜｰ
ｷ
ﾝｸ

ﾞ
ﾁｰ

ﾑを
設

立
す

る
。

(備
考

1)
 

②
R

U
W

A
SA

の
給

水
衛

生
事

業
の

現
状

を
把

握
す

る
。

(備
考

2)
 

③
給
水
衛

生
事
業
実

施
の
既

存
ｼ
ｽ
ﾃ
ﾑ
の

整
理
と

改
善
点
を

検
討
す

る
。

 
④

R
U

W
A

SA
、

LG
A
・

水
衛
生

管
理

ﾕ
ﾆ
ｯ
ﾄ、

村
落

水
衛

生
委

員
会

が
行

う
業

務
内

容
を

整
理

す
る

。
 

⑤
給

水
衛

生
事

業
の

内
容

と
各

機
関

の
業

務
内

容
を

文
書

化
す

る
。

(ﾏ
ﾆ
ｭ
ｱ
ﾙ
、

事
業

紹
介

資
料

等
の

作
成

) 
2-

1.
 分

担
業

務
の
確

認
 

①
 ﾓ
ﾃ
ﾞ
ﾙ

LG
A
の

水
衛

生
管

理
ﾕ
ﾆ
ｯ
ﾄ
と

の
会

議
を

開
催

す
る

。
(事

業
紹
介
、

協
力

要
請
、

ﾕ
ﾆ
ｯ
ﾄ
状
況

確
認

) 
2.

 R
U

W
A

SA
と

LG
A
と

の
連
携

強
化

指
導

 
2-

2.
 業

務
運

営
管
理

規
則

の
作

成
 

①
井

戸
建

設
要

請
方

法
、

施
設

故
障

時
・

ｽﾍ
ﾟ
ｱ
ﾊ
ﾟｰ

ﾂ
管

理
供
給

支
援

体
制

、
定

例
会

議
開

催
等

、
村

落
水

衛
生

委
員

会
支

援
の

た
め

の
業

務
運

営
管

理
規

則
を

検
討

す
る

。
 

②
業

務
運

営
管

理
規

則
の

文
書

化
(事

業
ﾏ
ﾆ
ｭ
ｱ
ﾙ
の

付
属

資
料

に
追

加
) 

3-
1.

 分
担
業

務
の
確

認
 

(村
落

ﾜｰ
ｸ
ｼｮ

ｯ
ﾌ
ﾟ

1)
 

①
ﾓ
ﾃﾞ

ﾙ
LG

A
の

中
か

ら
対

象
村

落
を

決
め

、
ﾓ
ﾃ
ﾞ
ﾙ
ｺ
ﾐ
ｭ
ﾆ
ﾃ
ｨ
を

決
定

す
る

。
 

②
ﾓ
ﾃﾞ
ﾙ
ｺﾐ
ｭ
ﾆﾃ
ｨの

住
民

に
対

し
、

R
U

W
A

SA
の

給
水

衛
生

事
業
内

容
を
紹
介

す
る
。

 
3-

2.
 村

落
水

衛
生

委
員

会
設

立
支

援

(村
落

ﾜｰ
ｸ
ｼｮ

ｯ
ﾌ
ﾟ

2)
 

①
 村

落
水

衛
生

委
員

会
の

必
要

性
・

役
割

、
住

民
の

給
水

施
設
運
営

維
持
管
理

に
関
し

説
明
す
る

。
 

②
 村

落
水

衛
生

委
員

会
の

ﾒ
ﾝ
ﾊ
ﾞ
ｰ
を

選
出

し
、

ﾒ
ﾝ
ﾊ
ﾞ
ｰ
ﾘ
ｽ
ﾄ
を

作
成

す
る

。
 

1.
 給

水
衛

生
事

業
ｼ
ｽ
ﾃ
ﾑ
全

体
の

ﾏ
ﾆ
ｭ
ｱ
ﾙ
が

作
成
さ
れ

業
務
内
容

が
明
確

に
な
る
。

 
2.

 R
U

W
A

SA
と

LG
A

の
村

落
水
衛
生

委
員

会
支

援
の

業
務

運
営

管
理

規
則

が
で
き

、
支
援

分
担

内
容
が

明
確
に
な

る
。

 
3.

 ﾓ
ﾃ
ﾞ
ﾙ
ｺ
ﾐ
ｭ
ﾆ
ﾃ
ｨ
で

村
落

水
衛

生
委

員
会

設
置
さ
れ

、同
時
に

R
U

W
A

SA
/L

G
A

水
衛

生
管

理
ﾕ
ﾆ
ｯ
ﾄ
職

員
が

住
民

組
織

化
/啓

発
活

動
の

ﾉ
ｳ
ﾊ
ｳ
を
習
得

す
る
。

 
4.

 村
落

選
定

基
準

の
設

定
、

ﾓ
ﾆ
ﾀ
ﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞ
実

施
方

法
の

決
定

し
、

ﾏ
ﾆ
ｭ
ｱ
ﾙ
が

作
成

さ

れ
る
。

 
3-

3.
 給

水
施

設
の

維
持

管
理

費
用

に

関
す
る
啓

発
 (
村

落
ﾜ
ｰｸ

ｼ
ｮｯ

ﾌ
ﾟ

3)
 

①
 給

水
施

設
の

維
持

管
理

費
用

の
説

明
。

 
②

 維
持

管
理

費
用

に
関

す
る

討
議

(水
代

金
、

支
払

い
頻

度
、

支
払
い

方
法
、
徴

収
・
保

管
方
法
等

を
決
定

) 
③

 村
落

ﾜ
ｰ
ｸ
ｼ
ｮ
ｯ
ﾌ
ﾟ
で

決
定

し
た

村
落

水
衛

生
委

員
会

の
規

則
(支

払
い
方
法

等
)を

作
成
す

る
。

 
3-

4.
 給

水
衛

生
関
連

の
啓

発
 

(村
落

ﾜｰ
ｸ
ｼｮ

ｯ
ﾌ
ﾟ

4)
（

備
考

4、
5）

 
①

 給
水

施
設

の
周

辺
や

家
庭

の
水

周
り

等
の

衛
生

環
境

改
善

に
関
す

る
啓
発
活

動
。

 
②

 水
因

性
疾

患
予

防
に

関
す

る
啓

発
活

動
 

3.
 村

落
水

衛
生

委
員

会
の

組
織

化
と

住

民
啓

発
活

動
支

援
（

備
考

3）
 

3-
5.

 給
水

施
設

の
修

理
・

点
検

技
術

指
導

(村
落

ﾜ
ｰ
ｸｼ
ｮ
ｯﾌ
ﾟ

5)
(備

考
6)

 
①

 井
戸

故
障

時
の

対
処

方
法

を
説

明
(業

務
分

担
と

連
絡

体
制

) 
②

 ﾊ
ﾝ
ﾄ
ﾞﾎ
ﾟ
ﾝﾌ
ﾟ
ﾒｶ
ﾆ
ｯｸ
が

担
当

す
る

井
戸

修
理

・
点

検
の

方
法

を
指

導
(ﾏ
ﾆ
ｭｱ
ﾙの

配
布

含
む

) 
 

4-
1.

 村
落
選

定
基
準

の
確

立
 

①
 ﾍ
ﾞ
ｰ
ｽﾗ
ｲ
ﾝ調

査
方

法
、

井
戸

建
設

候
補

地
選

定
の

方
針

検
討

(調
査

票
ﾌ
ｫ
ｰﾑ
作

成
) 

②
 ﾓ
ﾃ
ﾞ
ﾙｺ
ﾐ
ｭﾆ
ﾃ
ｨで

の
ﾍﾞ
ｰ
ｽ
ﾗｲ
ﾝ調

査
の

実
施

 
③

 結
果

分
析

と
村

落
選

定
基

準
の

決
定

 
④

 村
落

選
定

方
法

ﾏ
ﾆ
ｭ
ｱ
ﾙ
作

成
 

4.
 村

落
選

定
基

準
設

定
、
ﾓ
ﾆ
ﾀ
ﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞ
実

施

促
進

に
関

す
る

指
導

 

4-
2.

 ﾓ
ﾆ
ﾀ
ﾘ
ﾝｸ
ﾞ実

施
方

法
 

①
 ﾓ
ﾆ
ﾀ
ﾘﾝ
ｸ
ﾞ方

法
、

報
告

書
ﾌ
ｫ
ｰﾏ
ｯ
ﾄの

検
討

 
②

 ﾓ
ﾃ
ﾞ
ﾙｺ

ﾐ
ｭﾆ

ﾃ
ｨの

ﾓﾆ
ﾀﾘ

ﾝ
ｸ
ﾞ調

査
実

施
(村

落
水

衛
生

委
員

会
、

給
水
施

設
、
水
因

性
疾
患

発
生
、
人

口
等

)実
施

 
③

 ﾓ
ﾆ
ﾀ
ﾘﾝ
ｸ
ﾞ結

果
分

析
と

LG
A
職

員
に

よ
る

報
告

書
作

成
 

④
 報

告
書

に
基

づ
く

現
状

把
握

と
問

題
点

改
善

方
法

の
検

討
、

方
法

ﾏ
ﾆ
ｭ
ｱ
ﾙ
の

作
成

 

投
入
・
資

機
材

 
1.

  邦
人

ｺ
ﾝ
ｻﾙ
ﾀ
ﾝ
ﾄ

1
名

 
2.

  車
輌

 
邦

人
ｺ
ﾝ
ｻﾙ
ﾀ
ﾝﾄ
用

 
1
台

Ｘ
63

日
分

 
ﾜ
ｰ
ｷ
ﾝｸ

ﾞ
ﾁｰ

ﾑ用
ﾊ
ﾞｽ
 

1
台
Ｘ

8
日

 
(地

方
調

査
・

LG
A
訪

問
時

) 
3.

  L
G

A
水

衛
生

管
理

ﾕ
ﾆ
ｯ
ﾄ職

員
3
名

 
日

当
 
 

 
 
 

3
名

Ｘ
45

日
分

 
4.

  外
部
講
師

傭
人
費
 

2
名

 
地

方
給
水

ｼ
ｽ
ﾃ
ﾑ
担
当

者
 

1
日
分

 
衛

生
教
育

担
当
者
 

 
 

2
日
分

 
 

ﾜ
ｰ
ｷ
ﾝｸ

ﾞ
ﾁｰ

ﾑ
 

1.
 
邦

人
ｺ
ﾝ
ｻﾙ

ﾀ
ﾝﾄ

(ﾌ
ｧ
ｼﾘ
ﾃ
ｰ
ﾀｰ

) 1
名

 
2.

 
R

U
W

A
SA

事
務

所
職

員
 8

～
10

名
 

3.
 

LG
A

 水
衛

生
管

理
ﾕ
ﾆ
ｯ
ﾄ職

員
 3

名
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
計

14
名

 
外

部
講

師
(ｱ
ﾄ
ﾞﾊ

ﾞ
ｲｻ

ﾞ
ｰ
) 

1.
U

N
IC

E
F
職

員
 

 
 
 

 
2名

以
上

 
(地

方
給

水
ｼ
ｽ
ﾃ
ﾑ
、

衛
生

教
育

担
当

者
) 

 対
象

者
：

R
U

W
A

SA
職

員
 

参
加
者
：

1
ﾓ
ﾃﾞ

ﾙ
LG

A
、

1
ﾓ
ﾃ
ﾞ
ﾙ
ｺ
ﾐ
ｭﾆ
ﾃ
ｨ
 

   

備
考

 
1.

 ﾜ
ｰ
ｷ
ﾝｸ
ﾞ
ﾁｰ
ﾑ
は

R
U

W
A

SA
の

各
課

か
ら

代
表

者
1
名

(計
画

課
と

啓
発

課
か

ら
は

２
名

)を
選

出
し

、
ﾓ
ﾃ
ﾞ
ﾙ

LG
A
水
衛

生
管
理

ﾕ
ﾆ
ｯ
ﾄ
職
員

代
表

者
3
名

、
邦

人
ｺ
ﾝ
ｻﾙ
ﾀ
ﾝ
ﾄ

1
名
、

計
14

名
で

構
成
す

る
。

邦
人
ｺ
ﾝ
ｻﾙ
ﾀ
ﾝﾄ
は

ﾌ
ｧｼ
ﾘ
ﾃ
ｰﾀ
ｰと

な
り

ﾜｰ
ｷﾝ
ｸ
ﾞ
ﾁｰ
ﾑが

主
体

で
各

活
動

を
実

施
す

る
。

ま
た

、
U

N
IC

E
F(
地

方
給
水

ｼｽ
ﾃ
ﾑ
担
当

者
1
名

)に
ｱ
ﾄ
ﾞ
ﾊﾞ
ｲ
ｻﾞ
ｰと

し
て

初
日

に
参

加
し

て
も

ら
う

。
 

2.
 R

U
W

A
SA

が
建
設

し
た

既
存

井
戸

サ
イ

ト
の

村
落

水
衛

生
委

員
会

(ﾓ
ﾃ
ﾞ
ﾙ

LG
A
内

1～
2
ヵ

所
)と

LG
A
水

衛
生

管
理

ﾕﾆ
ｯ
ﾄ
職

員
へ

聞
き

取
り

調
査

を
行

う
。

 
3.

 ﾜ
ｰ
ｷ
ﾝｸ
ﾞ
ﾁｰ
ﾑの

中
で

計
画

課
と

啓
発

課
の

職
員

が
ﾓ
ﾃﾞ
ﾙ

LG
A
水

衛
生

管
理

ﾕﾆ
ｯ
ﾄ職

員
と

と
も

に
実

施
し

、
そ

の
他

の
ﾒ
ﾝﾊ
ﾞ
ｰは

こ
れ

を
ｻ
ﾎ
ﾟ
ｰﾄ
す

る
。

 
4.

 衛
生
教
育

は
2
回

実
施

し
、

そ
の

う
ち

1
回

は
女

性
の

み
を

対
象

と
す

る
。

 
5.

 村
落

ﾜ
ｰ
ｸｼ
ｮ
ﾌﾟ
の

際
に

U
N

IC
E

F(
衛

生
教

育
・

住
民

啓
発

担
当

者
各

2
名

)に
ｱ
ﾄ
ﾞ
ﾊ
ﾞ
ｲ
ｻ
ﾞ
ｰ
と

し
て

参
加

し
て

も
ら

う
。

 
6.

 井
戸
ﾒ
ﾝ
ﾃﾅ
ﾝ
ｽの

技
術

研
修

は
、

本
来

井
戸

完
成

後
に

実
施

さ
れ

る
た

め
、

ﾓﾃ
ﾞ
ﾙ
ｺﾐ
ｭ
ﾆﾃ
ｨに

つ
い

て
は

同
じ

LG
A
内

の
既

存
R

U
W

A
SA

井
戸

に
お

い
て

ﾊ
ﾝ
ﾄ
ﾞﾎ
ﾟ
ﾝﾌ
ﾟ
ﾒｶ
ﾆ
ｯｸ
と

そ
の

他
村

落
水

衛
生

委
員

会
ﾒ
ﾝ
ﾊ
ﾞ
ｰ
を
対

象
に

技
術

指
導

を
行

う
。
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 ②
 

R
U

W
AS

A
職
員
の
研
修

 

活
動
項
目

 
活

動
内

容
 

実
施

方
法

 
成

果
 

1.
 研

修
の

全
体

計
画

策
定
支
援

 
1-

1.
 研

修
計

画
策

定
、

研
修

ｶ

ﾘ
ｷ
ｭ
ﾗﾑ
の

作
成
（

備
考

1）
  

①
 R

U
W

A
SA

職
員

用
の

研
修

内
容

の
検

討
、

ｶ
ﾘ
ｷ
ｭ
ﾗ
ﾑ
、

配
布

資
料

の
作
成
 

(備
考

2)
 

②
 外

部
講

師
と

の
調

整
（

備
考

3）
 

1.
  R

U
W

A
SA

職
員
が

R
U

W
A

SA
の

給
水
衛
生

事
業
に
必

要
な
専
門

知
識
・
技

術
を
修

得
す
る
。

 
 

2.
 R

U
W

A
SA

の
給

水
衛
生
事

業
の
た
め

の
研

修
支
援

 
2-

1.
 R

U
W

A
SA

職
員

に
対

す

る
事

業
内

容
の

説
明

と

専
門
知
識

の
講

義
 

 
 

(備
考

2)
 

①
 R

U
W

A
SA

の
事

業
内

容
と

各
関

係
者

の
分

担
業

務
内

容
の

説
明

 
②

 地
方

給
水

衛
生

事
業

の
基

礎
知

識
 

③
 保

健
衛

生
と

水
供

給
の

関
連

 
④

 R
U

W
A

SA
の

事
業

ｼ
ｽ
ﾃ
ﾑ
の

基
礎

強
化

講
義

(住
民

啓
発

・
組

織
化

支
援

、
衛

生
環

境
教

育
、

井
戸

ﾒ
ﾝ
ﾃ
ﾅ
ﾝ
ｽ
指

導
方

法
、

事
業

運
営

管
理

、
水

質
、

地
下
水

ﾎ
ﾟ
ﾃ
ﾝ
ｼ
ｬ
ﾙ
等

)(備
考

4)
⑤

 研
修

ﾚ
ﾎ
ﾟｰ
ﾄの

作
成

・
提

出
 

投
入
・
資

機
材

 
1.

  車
輌

 
邦

人
ｺ
ﾝ
ｻﾙ
ﾀ
ﾝﾄ
用

 
1
台

Ｘ
5
日

 
2.

 外
部
講
師

傭
人
費
 

3
名
以

上
 

U
N

IC
E

F
地

方
給
水

ｼ
ｽﾃ
ﾑ担

当
者
 

1
日

分
 

U
N

IC
E

F
衛

生
教
育

担
当
者

 
 

 
1
日

分
 

W
H

O
水

因
性
疾
患

予
防
担

当
 
 
 

1
日
分

 
  

ﾜ
ｰ
ｷ
ﾝｸ

ﾞ
ﾁｰ

ﾑ
 

1.
  邦

人
ｺ
ﾝｻ

ﾙ
ﾀﾝ

ﾄ
(ｻ
ﾎﾟ

ｰ
ﾄ
) 1

名
 

2.
  R

U
W

A
SA

事
務

所
職

員
 8

～
10

名
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
計

11
名

 
外

部
講

師
 

 
 

 
 

 
 

 
3
名
以

上
 

1.
 U

N
IC

E
F 

(地
方

給
水

ｼ
ｽ
ﾃ
ﾑ
、

衛
生

教
育

担
当

者
) 

3.
  W

H
O

(水
因

性
疾

患
予
防
担

当
) 

 対
象

者
：

R
U

W
A

SA
職

員
(3

0
名

程
度

) 
内

部
講

師
：

R
U

W
A

SA
職

員
 

研
修

計
画

・
企

画
運

営
：

 
R

U
W

A
SA

職
員

(ﾜ
ｰ
ｷ
ﾝ
ｸﾞ
ﾁ
ｰﾑ

) 
     

備
考

 
1.

  R
U

W
A

SA
の

給
水

衛
生

事
業

ﾏ
ﾆ
ｭｱ
ﾙを

整
理

し
た

ﾜ
ｰ
ｷﾝ
ｸﾞ
ﾁ
ｰ
ﾑが

中
心

に
な

っ
て

研
修

計
画

、
ｶﾘ
ｷ
ｭ
ﾗﾑ
内

容
、

講
義

担
当

者
等

を
決

め
、

邦
人

ｺﾝ
ｻ
ﾙﾀ
ﾝ
ﾄが

ｻ
ﾎ
ﾟ
ｰﾄ
す

る
。

 
2.

  ﾜ
ｰ
ｷ
ﾝｸ
ﾞ
ｸﾞ
ﾙ
ｰﾌ

ﾟ
(特

に
計

画
課

、
啓

発
課

の
職

員
)が

主
体

に
研

修
計

画
を

策
定

し
、

ｶ
ﾘ
ｷ
ｭ
ﾗ
ﾑ
作

成
、
研
修

運
営
を
行

う
。
研

修
は
講
義

と
実
習

に
よ
っ
て

行
う
。

 
3.

  地
方
給
水

事
業

に
関

す
る

講
義

と
水

因
性

疾
患

の
講

義
は

外
部

講
師

と
し

て
U

N
IC

E
F、

W
H

O
に

依
頼
す

る
。

 
4.

 そ
の

他
の

給
水

衛
生

関
連

の
専

門
知

識
・

技
術

に
つ

い
て

は
ﾜ
ｰ
ｷ
ﾝ
ｸ
ﾞ
ﾁ
ｰ
ﾑ
が

内
容

と
講

師
を

R
U

W
A

SA
職

員
か
ら

決
定
し

、
講
義
を

各
自
実

施
し
て
も

ら
う
。
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詳細投入計画 

本ソフトコンポーネントに必要となる人材および資機材等の投入計画は表 3-8に示す通り

である。 



表
3
-
8
　
詳
細
投
入
計
画

支
援
内
容

活
動
項
目

活
動
内
容

1
2

3
4

5
6

活
動
場
所

成
果

成
果
品

国
内
準
備

テ
キ
ス
ト
の
作
成

日
本

・
指
導
テ
キ
ス
ト

移
動
日

移
動
日

井
戸
建
設
計
画
策
定

要
員
計
画
お
よ
び
管
理
計
画
策
定
指
導

工
程
計
画
策
定
指
導

安
全
管
理
計
画
策
定
指
導

資
機
材
の
維
持
管
理
計
画
策
定

維
持
管
理
計
画
の
策
定
指
導

・
資
機
材
の
維
持
管
理
計
画
が
策
定
さ
れ
る
。

・
資
機
材
維
持
管
理
計
画
ﾏ
ﾆ
ｭ
ｱ
ﾙ
/
資
機
材
維
持
管
理
計
画
書

井
戸
台
帳
の
整
備

井
戸
台
帳
作
成
指
導

・
井
戸
台
帳
が
整
備
さ
れ
る
。

・
井
戸
台
帳
ﾏ
ﾆ
ｭ
ｱ
ﾙ
/
井
戸
台
帳

報
告
書
取
り
ま
と
め

・
F
in
al
 R
e
po
rt
（
実
施
機
関
）

・
指
導
記
録
、
現
地
写
真
等

国
内
準
備

指
導
内
容
・
計
画
検
討
、
資
料
作
成

日
本

・
指
導
テ
キ
ス
ト
（
活
動
計
画
、
資
料
等
）

移
動
日

移
動
日

R
U
W
A
S
A
の
給
水
・
衛
生
事
業
内
容
の
整
理

準
備
作
業
、
ﾜ
ｰ
ｷ
ﾝ
ｸ
ﾞﾁ
ｰ
ﾑ
立
ち
上
げ

R
U
W
A
S
A
の
給
水
・
衛
生
事
業
全
体
の
ﾏ
ﾆ
ｭ
ｱ
ﾙ
作

成
指
導

R
U
W
A
S
A
と
L
G
A
の
連
携
強
化

分
担
業
務
の
確
認
と
業
務
運
営
管
理
規
則
の
作
成

指
導

・
R
U
W
A
S
A
と
L
G
A
の
村
落
水
衛
生
委
員
会
支
援
の
業
務
運
営
管
理
規
則
が
で

き
支
援
分
担
内
容
が
明
確
に
な
る
。

・
業
務
運
営
管
理
規
則

村
落
水
衛
生
委
員
会
の
組
織
化
と
住
民
啓
発

支
援

村
落
水
衛
生
委
員
会
設
置
お
よ
び
井
戸
給
水
施
設

の
持
続
的
運
営
維
持
管
理
の
た
め
の
住
民
啓
発

指
導

・
ﾓ
ﾃ
ﾞﾙ
ｺ
ﾐｭ
ﾆ
ﾃ
ｨで
村
落
水
衛
生
委
員
会
が
設
立
さ
れ
、
同
時
に
R
U
W
A
S
A
/
L
G
A

水
衛
生
管
理
ﾕ
ﾆ
ｯ
ﾄ職
員
が
住
民
組
織
化
/
啓
発
活
動
の
ﾉｳ
ﾊ
ｳ
を
習
得
す
る
。

・
村
落
水
衛
生
委
員
会
メ
ン
バ
ー
リ
ス
ト
、
委
員
会
規
則
等

・
ハ
ン
ド
ポ
ン
プ
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
マ
ニ
ュ
ア
ル

・
衛
生
教
育
、
啓
発
活
動
資
料
・
ポ
ス
タ
ー

村
落
選
定
基
準
の
確
立
支
援

・
村
落
選
定
方
法
ﾏ
ﾆ
ｭ
ｱ
ﾙ
（
選
定
基
準
、
ﾍ
ﾞｰ
ｽ
ﾗ
ｲ
ﾝ
調
査
票
、
井
戸
要
請
書
ﾌ
ｫ
ｰ
ﾑ
）

ﾓ
ﾆ
ﾀ
ﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞ実
施
支
援

・
ﾓ
ﾆ
ﾀ
ﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞ方
法
ﾏ
ﾆ
ｭ
ｱ
ﾙ

・
ﾓ
ﾆ
ﾀ
ﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞ調
査
票

・
ﾓ
ﾆ
ﾀ
ﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞ報
告
書
ﾌ
ｫ
ｰ
ﾑ

計
画
策
定
指
導

・
研
修
計
画
書

・
研
修
ｶ
ﾘ
ｷ
ｭ
ﾗ
ﾑ

研
修
運
営
管
理
／
改
善
策
の
検
討
に
係
る
指
導

・
研
修
参
加
ﾘ
ｽ
ﾄ、
参
加
認
定
書

報
告
書
取
り
ま
と
め

・
F
in
al
 R
e
po
rt
（
実
施
機
関
）

・
指
導
記
録
、
現
地
写
真
等

移
動
日

移
動
日

成
果
達
成
度
評
価

カ
ノ
市
内

・
ソ
フ
ト
コ
ン
ポ
ー
ネ
ン
ト
完
了
報
告
書
（
J
IC
A
）

1
2

3
4

5
5

数
量

適
用

日
本
側

3
.0
M
/
M

国
内
：
0
.2
3
M
/
M

現
地
：
2
.7
7
M
/
M

工
事
運
営
管
理
指
導
（
邦
人
ｺ
ﾝ
ｻ
ﾙ
ﾀ
ﾝ
ﾄ）

2
.2
M
/
M

国
内
：
0
.2
3
M
/
M

現
地
：
1
.9
7
M
/
M

外
部
講
師
（
U
N
IC
E
F
地
方
給
水
ｼ
ｽ
ﾃ
ﾑ
担
当
）

2
日

外
部
講
師
（
U
N
IC
E
F
衛
生
教
育
・
住
民
啓
発
担
当
）

3
日

外
部
講
師
（
W
H
O
水
因
性
疾
患
予
防
担
当
者
）

1
日

ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
側

工
事
運
営
管
理
ﾜ
ｰ
ｷ
ﾝ
ｸ
ﾞﾁ
ｰ
ﾑ
の
職
員
（
5
2
名
程
度
）

1
2

3
4

5
6

数
量

適
用

日
本
側

車
輌
（
4
W
D
)

7
3
日

邦
人
ス
タ
ッ
フ
用

車
輌
（
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
）

8
日

ﾜ
ｰ
ｷ
ﾝ
ｸ
ﾞﾁ
ｰ
ﾑ
用

車
輌
（
セ
ダ
ン
)

5
4
日

邦
人
ス
タ
ッ
フ
用

作
業
部
屋
、
会
議
室
、
そ
の
他

1
2

3
4

5
6

数
量

適
用

ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
側

作
業
部
屋
　

約
4
ヶ
月

会
議
室

3
日

R
U
W
A
S
A
研
修
：
1
日

Ｌ
Ｇ
Ａ
会
議
：
2
日

そ
の
他
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・
井
戸
建
設
計
画
ﾏ
ﾆ
ｭ
ｱ
ﾙ
/
井
戸
建
設
計
画
書

・
安
全
管
理
ﾏ
ﾆ
ｭ
ｱ
ﾙ
/
安
全
管
理
計
画
書

*
P
ro
gr
e
ss
 R
e
po
rt
（
実
施
機
関
）
、
ソ
フ
ト
コ
ン
ポ
ー
ネ
ン
ト
実
施
進
捗
状
況
報
告
書

（
J
IC
A
）

・
給
水
衛
生
事
業
ﾏ
ﾆ
ｭ
ｱ
ﾙ
(全
体
、
担
当
者
別
）
、
事
業
紹
介
ﾊ
ﾟﾝ
ﾌ
ﾚ
ｯ
ﾄ

*
P
ro
gr
e
ss
 R
e
po
rt
（
実
施
機
関
）
、
ソ
フ
ト
コ
ン
ポ
ー
ネ
ン
ト
実
施
進
捗
状
況
報
告
書

（
J
IC
A
）

成果達成度

ソ
フ
ト
コ
ン
ポ
ー
ネ
ン

ト
全
体
の
成
果
達
成

度
評
価

工
事
運
営
管
理
指
導

給
水
施
設
運
営
維
持

管
理
体
制
連
携
強
化

給水施設運営維持管理体制強化

・
村
落
選
定
基
準
の
設
定
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
実
施
方
法
が
決
定
し
マ
ニ
ュ
ア
ル
が

作
成
さ
れ
る
。

カ
ノ
市
内

・
施
設
建
設
に
対
す
る
工
期
遵
守
が
認
識
さ
れ
、
井
戸
建
設
計
画
が
策
定
さ
れ

る
。

ｶ
ﾉ市
内
、

ﾓ
ﾃ
ﾞﾙ
1
L
G
A
、

ﾓ
ﾃ
ﾞﾙ
1
ｺ
ﾐｭ
ﾆ

ﾃ
ｨ

・
給
水
衛
生
事
業
シ
ス
テ
ム
全
体
の
ﾏ
ﾆ
ｭ
ｱ
ﾙ
が
作
成
さ
れ
、
業
務
内
容
が
明
確

に
な
る
。

給
水
施
設
運
営
維
持
管
理
体
制
強
化
指
導
（
邦
人
ｺ
ﾝ
ｻ
ﾙ
ﾀ
ﾝ
ﾄ）

投入計画

要
員

・
R
U
W
A
S
A
職
員
が
R
U
W
A
S
A
の
給
水
衛
生
事
業
に
必
要
な
専
門
知
識
・
技
術

を
修
得
す
る
。

ｶ
ﾉ市
内

給
水
施
設
運
営
維
持
管
理
体
制
強
化
ﾜ
ｰ
ｷ
ﾝ
ｸ
ﾞﾁ
ｰ
ﾑ
の
職
員
(1
3
名
)

車
輌

給
水
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞｽ
課
、
ﾜ
ｰ
ｸ
ｼ
ｮｯ
ﾌ
ﾟ課
、
計
画
課
　
計
5
2
名

R
U
W
A
S
A
：
1
0
名
（
各
課
か
ら
1
名
選
出
す
る
。
計
画
課
お
よ
び
啓
発
課
か
ら
は
2
名
ず
つ
選
出
す
る
。
）

L
G
A
：
3
名
（
W
o
rk
s代
表
者
1
名
、
エ
リ
ア
ハ
ン
ド
ポ
ン
プ
メ
カ
ニ
ッ
ク
1
名
、
保
健
担
当
（
女
性
）
1
名
を
選
出
す
る
。
）

工事運営管理指導

村
落
選
定
基
準
、

ﾓ
ﾆ
ﾀ
ﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞ実
施
促
進
の
た
め
の
支
援

R
U
W
A
S
A
職
員
の
た

め
の
研
修

研
修
全
体
計
画
策
定

と
研
修
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活動実施主体の役割 

本ソフトコンポーネント計画の実施にあたっては、以下に示されるような関係主体の参

加と役割分担を予定している。 
 

活動主体 役  割 
1. 邦人コンサルタント • ソフトコンポーネント計画の策定、全体実施管理、運営、報告 

• RUWASA 職員に対する指導、ファシリテート 
2. RUWASA 事務所・職員 • 邦人コンサルタントの指導の下で主体的に活動に参加する 

• プログラム実施に関する関係者への連絡、協力要請 
• 研修計画の策定、資料作成 

3. モデルLGA水衛生セクター
の 水 衛 生 管 理 ユ ニ ッ ト
（LGA Unit）職員 

• LGA における給水・衛生事業の管理・監督を行う。 
• RUWASA と連携し、VWESC の組織化・啓発活動を行う。 
• 村落給水衛生事業のモニタリングを行い、RUWASA へ報告する。

• 故障時の VWESC の支援 
4. モデルコミュニティの村落

水衛生委員会（VWESC） 
• 村落でのハンドポンプ付深井戸の運営維持管理（水代徴収・管理、
定期点検、修理、井戸周辺の掃除、柵の作成等） 

5. UNICEF 職員 
（地方給水システム担当者、衛

生教育担当者） 

• 設立時の支援内容のレビュー 
• モデルコミュニティで実施する住民組織化および啓発活動のアド
バイザー 

• RUWASA 職員研修の外部講師 
6. WHO 職員 
（水因性疾患予防担当者） 

• RUWASA 職員研修の外部講師 

 

(6) 支援項目と実施リソースの調達方法 

本ソフトコンポーネントの支援項目と実施リソースの調達方法は以下の通りである。 
 

技術支援項目 活動項目 実施形態 実施リソース調達方法 
1) 工事管理技術指導 ① 工事運営管理指導 マネージメント 邦人コンサルタント直接

支援 
① 給水施設の運営維持管

理体制連携強化支援 
同上 同上 2) 給水施設の運営維持

管理体制強化 
② RUWASA 職員のため

の研修 
同上 同上 

注）給水施設の運営維持管理体制強化支援に関しては、外部講師としてUNICEFとWHOの協力を得る。 

本プロジェクトのソフトコンポーネントは、給水衛生事業強化に向けた RUWASA 職員

のキャパシティビルディングを図ることを目的として、新規資機材の調達に先立って邦人

コンサルタントが直接指導を行う。 

(7) ソフトコンポーネントの実施工程 

ソフトコンポーネント実施工程は表 3-9に示す通りである。 



表
3
-
9
　
ソ
フ
ト
コ
ン
ポ
ー
ネ
ン
ト
工
程
表

項
目

活
動
日
数

サ
イ
ト
数
/
回
数
所
要
日
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(8) 現地国内研修「カノ州地方給水施設維持管理技術」との連携 

本プロジェクトと同時に、カノ州政府を通じて裨益住民による給水施設維持管理体制の

整備を目的とした現地国内研修「カノ州地方給水施設維持管理技術」が要請されている。

本プロジェクトのソフトコンポーネントでは、実施機関である RUWASA のキャパシティ

ビルディングを通じた地方給水衛生事業の強化を図ることになるが、同国内研修との連携

を図ることによってその効果を高める。 

現地国内研修は、カノ州の LGA の給水衛生セクター関係者がその事業内容を十分理解

すること、コミュニティの VWESC を直接支援する LGA Unit の職員が、給水衛生施設の

日常維持管理・修理技術、地下水汚染防止・コミュニティ衛生状態維持、VWESC のマネー

ジメント等の専門知識・技術を修得することの 2 点を主な目的として実施される。現地国

内研修は、設立時に支援を行った UNICEF の協力を得て、本プロジェクトのソフトコン

ポーネントで修得した知識・技術を活用し、RUWASA 職員が主体的に研修計画策定およ

び運営管理を行う。 

3-2-4-8 実施工程 

(1) 工期の設定 

〈資機材調達〉 

資機材は日本、第三国および国内からの調達となる。日本から調達する場合、資機材の

調達・輸送期間は、機材製作期間に 2～6 ヶ月間、通関手続きを含む輸送期間に 2 ヶ月間、

全体で約 8 ヶ月間が必要となる。第三国から調達する場合でも機材製作に 2～5 ヶ月間、現

地到着までの期間を含めると 6～7 ヶ月間が必要である。先方負担の現地調達の建設資材は

１ヶ月程度を見込む。 

〈施設建設工期〉 

240 本の井戸掘削は、RUWASA 事務所の保有リグのうち稼動可能 2 台のリグと本プロ

ジェクトで調達予定のリグ 1 台の合計 3 台で実施する。井戸１箇所当りの建設作業は通常

下に示すような工程で実施される。 
 

削井作業 揚水試験
ﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑ

建設
ﾊﾝﾄﾞﾎﾟﾝﾌﾟ

据付
引渡及び
ﾌｪﾝｽ工事

4.0～6.0日 4.0日 2.0日 2.0日 (住民参加)
 

図3-5 井戸１箇所当りの建設作業工程 

作業は作業項目毎にそれぞれのチームを編成し実施される。リグが拘束される掘削部隊

の各サイトにおける実削井期間を考慮すると、新規リグの年間掘削可能な井戸本数は 60～
90 本である。 
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RUWASA は 1997 年より 2004 年まで井戸掘削を実施してきており、その保有リグの現

状並びに 2004 年の作業進捗から判断すると、掘削リグ１（TH-10R）、掘削リグ 3（HE-90L）
の掘削能力はそれぞれ新規リグの 60％、30％を見込める。 

すなわち、新規井戸の掘削能力を安全側に見て 60 本/年と設定すると、2 台の既存リグ

で 55 本/年程度は十分可能であると判断される。 

(2) 実施工程 

前項で述べた通り、本プロジェクトでは RUWASA 事務所が保有する既存リグ 2 台と本

プロジェクトで調達するリグ 1 台の合計 3 台で井戸掘削を実施するものとする。新規調達

リグによる井戸掘削期間を 2 年間、既存リグによる井戸掘削は新規リグの調達を待たずに

工事を開始するものとし、2.5 年間を計画する。 

全掘削可能本数= [新規リグ] (60 本/年×2 年) + [既存リグ１]（60 本/年×0.6×2.5 年）

 +[既存リグ 3]（60 本/年×0.3×2.5 年） 
= 255 本>計画井戸本数 240 本 

 

次頁に事業実施工程表(案)を示す。 
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3-3 相手国側分担事業の概要 

本プロジェクトの実施に当ってのナイジェリア国側の負担事項は以下に示す通りである。 

(1) 深井戸施設の建設 

 

項  目 ナイジェリア国側の負担事項 

井戸建設工事 機械の移動・組立・解体、掘削、孔内検層、ケーシング挿入、砂利充填、
残土埋め戻し、セメンティング、井戸仕上げ、揚水試験、水質分析、ハ
ンドポンプ設置、プラットフォーム設備工事に必要な建設機材および車
両、労務費および資材（ベントナイト、早強剤、燃料、油脂、水）など。

費用負担 上記工事に必要な費用と運営維持管理に関する RUWASA の予算確保。

工事期間 工程計画作成、工期（2 年半）内の工事完了、未完了の場合は引き続き
工事完了まで実施する責任がある。 

サイティング 計画サイト 240 箇所のサイティングは工事開始に合わせてナイジェリ
ア国側が行う。 

建設資材数量 240 箇所を超える場合の資機材についてはナイジェリア国側の責任で
調達する。 

資材搬入方法および搬入先 カノ市内の RUWASA 事務所から対象村落のサイトまでの資材搬入、資
材管理 

免税手続き 資機材がナイジェリア国ラゴス港に到着する前にナイジェリア国側は
免税書類を作成し、免税手続きを行う 

品質・出来高 現地仕様／規準を遵守して実施する。品質・出来高の責任はナイジェリ
ア国側とする。 

安全警備対策 工事中の事故に対する責任、サイト等での資機材盗難防止対策はナイ
ジェリア国側とする。 

特記事項 掘削実績は毎月日本側に報告する。 
その他 アクセス道路の改善、井戸施設の防護柵の設置。 

 
(2) その他 

• プロジェクトに必要なデータ・資料類の提供 
• 工事開始時期に合わせた井戸建設用地の確保、整地および地均し 
• 日本側コンサルタントへの事務所およびカウンタパートの無償提供 
• 銀行取り決め(B/A)および支払い受権書(A/P)に伴う手数料の支払い 
• 本プロジェクトにより調達された資機材のナイジェリア国入国時における迅速な通

関手続きの実施 
• 承認された契約にもとづく調達資機材およびサービスの実施にかかる日本人関係者

がナイジェリア国に持ち込む物品に対する免税処置 
• 本プロジェクトにより調達された車両の車両登録番号の取得 
• 本プロジェクトによって調達された資機材および建設された施設の適切な使用と維

持管理 
• 調達資機材保管用のカノ州 RUWASA の倉庫、ワークショップの整備と車輌スペー

スの確保 
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• 本プロジェクトの実施に関する日本人に対する安全および警備対策処置 
• ソフトコンポーネント実施期間中のカウンタパート（ワーキングチームスタッフ）

の提供、RUWASA 職員の研修への参加 
• 本プロジェクトと連携して実施される現地国内研修の事務手続き 
• 揚水試験チームの配置 

3-4 プロジェクトの運営・維持管理計画 

(1) 井戸掘削資機材の運営・維持管理 

〈事業運営体制〉 

本プロジェクトの調達機材を利用して行う井戸建設は、物理探査によるサイティング、

井戸掘削、揚水試験、エプロンおよびハンドポンプ据付という手順で行われる。これらは

全てRUWASAが実施することとなり、調達機材は全てRUWASA事務所内に配備される。

これら機材の運営維持管理に必要な要員構成は以下の表 3-11に示す通りで、現在の

RUWASA 職員でほぼ充当できる。 

表3-11 本プロジェクト実施に必要となる要員 

作業内容 1 班当たり編成 現行要員数 本プロジェクト必要数 備考(計画) 

①物理探査 物理探査技士 1 名 
助手 3 名 2 名 2 名 

（現場調達 6 名） 
計画課所属

2 班 

②井戸掘削工事 

掘削技士 1 名 
掘削技士補 1 名 
機械工（保全担当）1 名
運転手 2 名 

5 名 
8 名 
11 名 
10 名 

4 名 
4 名 
4 名 
6 名 

給水課所属
4 班 

③揚水試験 
技士 1 名 
配管工 1 名 
助手 2 名 

掘削チームが
実施 

4 名 
4 名 
8 名 

給水課所属
4 班 

④ハンドポンプ据付 技士 1 名 
助手 2 名 

2 名 
9 名 

2 名 
4 名 

給水課所属
2 班 

計 - 47 名 42 名 - 

 
① 物理探査機材 ： 本計画では、孔内検層併用タイプの電気探査機材を導入する。現

行の要員は、まだ現場での物理探査業務の経験は浅い。しかし、

コンピュータ操作に詳しく、物理探査の素養も高いため、現有す

る電気探査機と同様の機種であれば習熟は早く、電気検層の実施

も可能であると判断する。 

② 井 戸 掘 削 ： 現地調査結果および掘削業務実績・経験年数からみて、RUWASA
所属のドリラーは基本的な井戸掘削技術を有しており、新規調達

リグの基本操作は可能であると判断する。しかし、新規リグを使
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用した泥水掘削、ワークケーシング挿入、引き抜き、DTH 掘削の

各作業に関しては、現場での OJT による技術移転が必要である。 

③ 揚 水 試 験 ： 現状では成功井判定のための揚水試験は行わず、ドリラーの経験

から判定が成されている場合が多い。揚水試験は、成功性の判定

の重要な要素である。また、そのデータは将来の地下水開発計画

立案に役立つ。 

④ ハンドポンプ ： ハンドポンプの据え付けは、民間業者あるいは LGA 職員が

RUWASA 技術者の監理のもとで実施している。技術者の経験は

豊富で技術レベルも高い。しかし、施設建設後の VWESC による

運営維持管理の持続性を高めるためには、ソフトコンポーネント

よる支援が必要である。 

〈維持管理体制（要員・ワークショップ・管理体制）〉 

本プロジェクトで調達される掘削資機材、支援車両などの維持管理業務の範囲は次に示

す通りである。 

• 機材の日常点検および定期点検 • 工事現場における保守点検、修理作業 
• 工事用ツールの保守点検と保管 • 故障修理 
• 工事用資機材の管理と在庫管理 • 各種マニュアル等関連技術資料の保管 

表3-12 ワークショップの（機材修理部門）要員 

分 野 人数 担当内容 

在庫管理 1 名 管理・一般サービス課が行っている。 

機械工 7 名 リグ、トラック、エアコンプレッサなど機材の整備点検、修理
を担当。簡単な機械の組み立て、および加工。 

電気工 1 名 溶接加工 
特殊車両オペレータ 2 名 エアコンプレッサ、発電機類の運転整備 

表 3-12のように RUWASA のワークショップ要員は 11 名で簡易な車輌の修理や溶接加

工、エアコンプレッサのエンジン、発電機などを整備できる人材を備えている。ワーク

ショップ要員の他掘削チームにも機械工、特殊機材オペレータが現場に常駐しているため

日常の簡単な点検修理は可能である。 

カノ市には多数の車輌整備工場、優れた井戸掘削機械の民間の整備工場がある。

RUWASA では、外部委託する方が経済的であるため、ポンプ類やリグの油圧関連などの

特殊な機材の修理をこれら民間業者に委託している。しかし、緊急時や簡易な修理のため

にワークショップでの整備は必要である。従って、本プロジェクトでは、定期点検整備が

できる程度の体制を確立し、特殊なリグ装置の故障修理については、現行通りに民間業者

を活用するものとする。 



 

3-50 

(2) 深井戸給水施設の運営・維持管理 

〈村落水衛生委員会（VWESC）〉 

井戸給水施設を引き渡した後の運営維持管理は、住民自身が行うことになっている。そ

のため、RUWASA の啓発課職員は、コミュニティ毎に住民による VWESC を設立させる。

VWECS は、コミュニティから選出された委員長、副委員長、長老、秘書、出納係、ハン

ドポンプメカニック等、約 7～10 名で構成され、LGA の「公共・住宅事業部」に所属する

LGA Unit 職員の指導の下で運営維持管理を行っている。 

現地調査の聞き取りでは、伝統的な自治組織が VWESC を兼ねている場合が多く、定期

的な水代金の徴収は行われていない。運営維持管理費は、建設準備の際、あるいは井戸施

設の故障時に支払い能力に応じた寄付を募るか、LGA に任せるというのが実態である。本

プロジェクトの対象地域では、主な経済活動が農業や畜産業であるため、定期的な水代金

の支払い額を安くし、代わりに収穫時期にまとまった金額の水代金を支払うといった「支

払い方法」や井戸の定期点検・修理方法等を VWESC で十分検討してもらう必要がある。

また、宗教的な特性にも配慮し、自宅内の家事労働で水を利用する女性達に対しても衛生

教育の機会を設け参加できるようにするなど、地域に適応した形での住民参加方法を採用

する。 

〈モニタリングおよび支援体制〉 

RUWASA の給水衛生事業では、井戸給水施設がコミュニティに引き渡された後の

VWESC の管理・支援を LGA の水衛生管理ユニットの職員が担当することになっている。

この活動を行うのは、LGA のローカルハンドポンプメカニック（Local Hand Pump 
Mechanic：LHPM)とよばれる職員で、定期的にコミュニティを訪問し、ハンドポンプの

点検や井戸周りの排水・衛生環境、維持管理費用の徴収状況等をモニタリングし、必要な

場合は RUWASA へ啓発活動の再実施を依頼する。さらに、保健衛生面の啓発・状況視察

に関しては「保健部」の職員から協力を得ることになっている（図 3-6 LGA 組織図 参照）。 

しかし、現状では、RUWASA の職員が井戸建設後に LGA を訪問してモニタリング活動

の状況や施設の維持管理状況の確認を行うことは極めて希である。また、LGA Unit から

の依頼で維持管理費の徴収、衛生教育等の啓発活動や深井戸の日常点検・修理の技術指導

に関する再教育を実施した実績はない。 

住民組織による運営維持管理を持続的に行うためには、モニタリングによる状況の確

認・改善と定期的な支援活動が必要である。本プロジェクトでは、RUWASA と LGA の

VWESC への支援内容と各役割分担を明確にし、ソフトコンポーネントによる指導によっ

て住民組織による給水施設の持続的な運営維持管理体制の強化を促進する。 
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図3-6 LGA 組織図 

3-5 プロジェクトの概算事業費 

3-5-1 協力対象事業の概算事業費 

本協力対象事業を実施する場合に必要となる事業費総額は、4.48 億円と見積もられる。こ

の金額は、交換公文(E/N)上の供与限度額を示すものではない。先に述べた日本とナイジェリ

ア国との負担区分に基づく双方の経費内訳は、下記(3)に示す積算条件によれば次の通りと見

積もられる。 

(1) 日本側負担経費 

 
概算総事業費 361 百万円 

費 用 概算事業費 (百万円) 

資機材 

井戸掘削ﾘｸﾞ、ｴｱｺﾝﾌﾟﾚｯｻ、ｸﾚｰﾝ付
ﾄﾗｯｸ、給水車、作業用小型ﾄﾗｯｸ、
ｵｰﾄﾊﾞｲ、揚水試験機材、水質試験

機器、物理探査機材、等 

317 百万円 

実施設計・調達監理・技術指導 44 百万円 

 

(2) ナイジェリア国負担経費  10,447 万ナイラ(約 87 百万円) 

① 施設建設費 10,400 万ナイラ(約 86 百万円) 

② 銀行取極(B/A)手数料等 47 万ナイラ(約 0.39 百万円) 
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(3) 積算条件 

① 積算時点   ： 平成 16 年 9 月 

② 為替交換レート ： 1US＄＝110.56 円 
  ： 1NGN＝0.83 円 

③ 調達期間  ： 単年度による案件とし、詳細設計、機材調達の期間は、実施工

程に示した通り。 

④ その他 ： 本計画は、日本国政府に無償資金協力の制度に従い実施される

ものとする。 

3-5-2 運営・維持管理費 

(1) 調達機材の維持管理費 

RUWASA によると、最近の掘削事例から井戸 1 本当たりの平均機材メンテナンス費用

（燃料、オイル代を含む）は約 118,500 ナイラである。従って本事業で計画されている 2
年半で 240 本井戸を建設するための維持管理費は、平均 1,140 万ナイラ/年となる。この経

費に関しては、カノ州政府から拠出されるため予算上の支障はない。 

(2) ハンドポンプ付井戸の維持管理費と費用 

RUWASA の給水衛生事業の中で建設されるハンドポンプ付井戸は、RUWASA で標準

品としている VLOM タイプの Indian Mark Ⅲである。Indian Mark Ⅲは、適切な維持管

理のもとで高い耐久性をもち、ナイジェリア国でも高い実績・評価を受けている。しかし、

一部の消耗品に関しては定期的に交換する必要がある。 

カノ州では、スペアパーツの交換費用を含め、建設後の給水施設の運営維持管理費を受

益者であるコミュニティの住民が負担する。その費用の積立、徴収、管理を住民から選出

された VWESC のメンバーが行うことになっている。VWESC の活動が適切に行われなけ

れば必要部品の購入と定期交換等の簡単な修理を行うことができない。また、修理の困難

な井戸のリハビリテーションは、LGA Unit もしくは RUWASA が担当する。その費用に

ついてもコミュニティの負担となる。これらの負担区分は表 3-13に示す通りで、VWESC
設立の際には十分に住民の理解を得ておく必要がある。 
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表3-13 ハンドポンプ付井戸に係る費用分担区分 

項 目 RUWASA LGA コミュニティ 備 考 

日常点検・清掃   〇  
水利費徴収・管理   〇  
ポンプ消耗部品定期交換  〇 〇 部品購入、交換作業の実施 

ポンプの突発的故障等 〇  〇 主な修理作業は RUWASA、住
民は実費負担 

付帯設備の維持管理   〇 フェンスの設置、プラットホー
ム補修等 

老朽ポンプ、パイプの更新 〇  〇 10 年に 1 回(住民は実費負担) 
水質モニタリング  〇 △  

〇作業担当および費用負担者  △費用一部負担者 

ハンドポンプ付井戸のポンプ修理時等に必要な工具類は井戸引渡し時に VWESC の

LHPM に譲渡され、別途購入の必要はない。また、定期的な点検と部品交換に要求される

技術は、RUWASA の計画・啓発部による指導によって修得する。従って、通常の給水施

設維持管理の成否は交換部品購入、ポンプの故障および更新のための費用負担である。本

計画で設置される Indian Mark Ⅲポンプの年間維持管理は表 3-14に示す通りである。 

表3-14 ハンドポンプ 1 ヵ所あたりの年間維持管理費 

No. 項 目 単 価 数 量 金 額 摘 要 
１ スペアパーツ交換 23,000 0.5 11,500 2 年に 1 回 
２ メンテナンスキット 15,000 0.1 1,500 10 年に 1 回 
３ 井戸洗浄費 38,000 0.1 3,800 10 年に 1 回 
４ ハンドポンプ、パイプ更新 97,000 0.1 9,700 10 年に 1 回 

合  計 - - 26,500 - 

年間の維持管理費は、井戸 1 本(平均受益者 360 人)につき 26,500 ナイラとなる。これは

一人あたり約 74 ナイラ/年の負担額に相当する。今回実施した社会状況調査の結果では、

すでに VWESC のある村落で半数以上が最低約 30 ナイラ/月（約 360 ナイラ/年）を支払っ

ている。今後設置すると回答した村落のうち 6 割以上が約 30～50 ナイラ/月の支払いが可

能であると回答している。調査団員による補足調査においても支払い能力に応じて、ある

いは収入のある農作物収穫時にまとめて支払うといった住民たちの積極的な提案も出され

ており、年間ベースの維持管理には十分な金額であると思われる。しかし、ポンプの突発

的な重度の故障や非常時の場合を考慮するとハンドポンプの維持管理に必要な費用の捻出

には、水利費の支払いが継続的に行われることが必要である。 
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3-6 協力にあたっての留意事項 

本プロジェクトの実施の際に最も懸念される問題は、調達資機材のナイジェリア入国時に

おける迅速な積み下ろし、通関手続きである。 

ナイジェリア国における我が国の他の無償資金協力案件でナイジェリア国実施機関の不手

際によりラゴス港での調達資機材の積み下ろしおよび通関手続きが円滑に行われず、実施工程

に多大な影響を与えた事例もある。このようなことを未然に防ぎ調達資機材のナイジェリア国

入国時における積み下ろしおよび通関手続きが迅速かつ円滑に実施されるよう、事前に手続業

務の確認をすることが肝要である。 
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第4章 プロジェクトの妥当性の検証 

4-1 プロジェクトの効果 

プロジェクトの現状と問題点、および本プロジェクトの実施により期待される直接および

間接効果は表 4-1のように整理される。 

表4-1 プロジェクト実施による現状改善と程度 

現状と問題点 本プロジェクトでの対策 
（協力対象事業） 計画の効果・改善程度 

直接効果 
1 プロジェクト対象村落の住民の

多くは、飲料水および生活水を溜
め池、浅井戸に依存しており、保
健・衛生環境は劣悪で水因性疾病
の発生件数が高い。 

• ナイジェリア国側で建設す
る 240 箇所の深井戸給水施
設に対しての技術支援と建
設資機材を調達する。 

• プロジェクト対象人口86,000人
に安全な水が供給される。 

• カノ州の地方部の給水率が
14.8％から 16.2％に向上する。

2 RUWASA は 5 台の掘削リグを保
有するが、いずれも古くすでに減
価償却済みで、現在稼働可能なリ
グは３台にすぎない。故障も多く
作業効率が低下している。 

• 掘削リグ１台と支援機材お
よび既存リグのスペアー
パーツを調達する。 

• 作業効率の良い最新型のリグが
整備されるとともに、既存リグ
の延命が図られ本プロジェクト
終了後も引き続き給水プロジェ
クトに使用される。 

3 ケーシングプログラムや井戸能
力（揚水可能量）の算定は経験に
頼って決定しているため、ドリ
ラーの能力によるところが多い。 

• １台の物理探査機器（孔内
検層器兼用）を調達する。 

• １セットの揚水試験機材を
調達する。 

• 日本人指導員による技術指
導を行う。 

• RUWASA の井戸掘削施工技術
が向上する。 

 
 
 

4 掘削関連機材は故障と修理を繰
り返しているのが現状である。計
画的に維持管理や修繕が行われ
ていない。 

• 工事運営維持管理について
のソフトコンポーネントを
実施する。 

• 工事運営技術が向上する。 
• 機材の維持管理技術が向上す
る。 

• 維持管理台帳が作成される。 
• 井戸台帳が整備される。 

5 コミュニティの住民の給水施設
の運営維持管理に対する認識が
低い。またコミュニティ、LGA
と RUWASA の維持管理に対す
る連携が十分行われていない。 

• 給水施設の運営維持管理体
制を強化するためのソフト
コンポーネントを実施す
る。 

• 給水衛生事業システムマニュア
ルが作成される。 

• RUWASA、LGA、コミュニティ
の役割分担が明確になり連携強
化が促進する。 

• RUWASA の給水事業に必要な
専門知識・技術が向上する。 

間接効果 
1 水源の遠いコミュニティでは子

どもの水汲み労働に多くの時間
を費やしている。 

• ナイジェリア国側で建設す
る 240 箇所の深井戸給水施
設に対しての技術支援と建
設資機材を調達する。 

 

• コミュニティの近くに井戸が建
設され、水汲み労働が軽減され
る。 
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4-2 課題・提言 

本プロジェクトで調達される井戸掘削関連資機材と建設された給水施設の運営・維持管理

が持続的かつ円滑に実施され、RUWASA の給水事業が効率・効果的に行われるためには、以

下の点に留意する必要がある。 

(1) カノ州の地方給水事業予算と RUWASA の組織体制 

カノ州が、調達された掘削関連資機材を効率的に運用し、地方部の給水率を向上させ住

民に安全な水を供給するためには、給水事業の予算が確保され、地方給水事業を担当する

RUWASA の組織体制と技術力が保持される必要がある。 

(2) 井戸給水施設の運営・維持管理体制とモニタリング 

建設された井戸給水施設は長期にわたり使用されるためには、その運営・維持管理が適

切に行われることが重要な要素である。そのために、コミュニティの住民、LGA と

RUWASA が連携した運営・維持管理体制を整備する必要がある。特に、利用者であるコミュ

ニティに VWESC を設立させ、住民自身が自発的に運営・維持管理を行うことが不可欠で

ある。これを管理・指導する RUWASA は、直接支援を行う LGA を通じて、給水施設の

定期点検、簡単な修理技術の指導、井戸周辺の衛生環境チェック、水質検査等を継続的に

行い、適宜 RUWASA へ報告させ、故障・破損に対応していく体制を確立させることが求

められる。ハンドポンプの交換部品は、カノ市内に数社の取り扱い店があり、簡易な修理

用のスペアパーツを住民が入手することは容易である。 

(3) コミュニティ住民による水料金徴収体制の確立 

コミュニティの住民による給水施設の持続的な運営・維持管理が行われる場合、長期間

の井戸使用によるハンドポンプの老朽化や井戸の洗浄、堆積砂の除去等のために臨時の出

費が必要となる。このような事態に備えて、VWESC は水料金の徴収を徹底するとともに、

その積立て金の管理、出納記帳に不備がないように留意する。とりわけ会計は透明性を保

ち、横領や他用途への流用を防止することが必要である。 

(4) UNICEF との連携 

カノ州で地方給水事業を支援している組織は UNICEF だけである。本プロジェクトの住

民啓発活動に対する協力については、ソフトコンポーネントの活動の中で UNICEF から講

師の派遣を計画している。カノ州の地方給水事業を推進して行く上で UNICEF との連携は

不可欠である。 

(5) 技術協力（現地国内研修）との連携 

本プロジェクトでは、RUWASA に対して住民啓発活動のソフトコンポーネントを実施
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する。これを補完する内容で現地国内研修（技術協力）との連携が望ましい。ソフトコン

ポーネントと現地国内研修とが効果的に連携を図れるよう、ソフトコンポーネントおよび

ナイジェリア国で実施する井戸掘削工事工程との調整に留意する必要がある。 

4-3 プロジェクトの妥当性 

本プロジェクトは以下の点から、我が国の無償資金協力として妥当性を有する。 

① 本プロジェクトは、裨益対象であるコミュニティ住民が貧困層であるとともに裨益人

口が約 8.6 万人と多い。 
② 本プロジェクトは国家開発計画であり、国民生活の基本的要求の確保を基本目標とす

る「Vision 2010」との整合性が高い。 
③ ナイジェリア国側で建設された給水施設は、カノ州 RUWASA、LGA が連携した支援

体制のもと、コミュニティによって継続的に運営・維持管理される。また、本プロジェ

クト完了後も、調達資機材はカノ州の地方給水プロジェクトにおいて、RUWASA 継続

的かつ効率的に使用する見込みである。 
④ 環境面の悪影響がない。 

4-4 結 論 

本プロジェクトは、前述の通り多大な効果が期待される。と同時に、本プロジェクトが広

くカノ州住民の給水衛生状況の改善に寄与するものであることから、協力対象事業の一部に対

して資金協力を実施することの妥当性が確認される。さらに本プロジェクトの運営・維持管理

についても、相手国側体制・人員・資金ともに問題ないと考えられる。しかし、以下の点が改

善整備されれば、本プロジェクトはより円滑かつ効果的に実施しうると考えられる。 

• 給水事業への住民参加の促進 
• カノ州 RUWASA と関連機関との連携と住民啓発活動の強化 
• 国全体の保健衛生教育キャンペーンの実施 
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資料 1. 調査団員・氏名 

〈基本設計調査時〉 

氏名 担当 所属・役職 

1．福田 義夫 総括 独立行政法人国際協力機構 
無償資金協力部業務第 1 ｸﾞﾙｰﾌﾟ 

2．鈴村 忠男 業務主任／地下水開発計画 ㈱ﾊﾟｼﾌｨｯｸ ｺﾝｻﾙﾀﾝﾂ ｲﾝﾀﾅｼｮﾅﾙ 

3．山本 憲史 水理地質／物理探査 ㈱ﾊﾟｼﾌｨｯｸ ｺﾝｻﾙﾀﾝﾂ ｲﾝﾀﾅｼｮﾅﾙ 

4．中村 守 機材計画／運営計画 ㈱ﾊﾟｼﾌｨｯｸ ｺﾝｻﾙﾀﾝﾂ ｲﾝﾀﾅｼｮﾅﾙ 

5．澤田 留美 社会状況調査 
／施設運営維持管理計画 ㈱ﾊﾟｼﾌｨｯｸ ｺﾝｻﾙﾀﾝﾂ ｲﾝﾀﾅｼｮﾅﾙ 

6．厚地 学 積算／調達管理計画 ㈱ﾊﾟｼﾌｨｯｸ ｺﾝｻﾙﾀﾝﾂ ｲﾝﾀﾅｼｮﾅﾙ 

 

〈基本設計概要書説明時〉 

氏名 担当 所属・役職 

1．関 智宏 総括 独立行政法人国際協力機構 
無償資金協力部管理・調達ｸﾞﾙｰﾌﾟ 

2．鈴村 忠男 業務主任／地下水開発計画 ㈱ﾊﾟｼﾌｨｯｸ ｺﾝｻﾙﾀﾝﾂ ｲﾝﾀﾅｼｮﾅﾙ 

3．澤田 留美 社会状況調査 
／施設運営維持管理計画 ㈱ﾊﾟｼﾌｨｯｸ ｺﾝｻﾙﾀﾝﾂ ｲﾝﾀﾅｼｮﾅﾙ 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料２. 調 査 行 程 
 



日順 月日 曜日
調査団長
（福田　義夫）

業務主任／
地下水開発計画
(鈴村　忠男）

水理地質/物理探査
(山本　憲史）

社会状況調査／
施設運営維持管理計画

(澤田　留美）

機材計画／運営計画
(中村守）

積算/調達管理計画
(厚地　学）

1 7月27日 火

2 7月28日 水

3 7月29日 木

4 7月30日 金

5 7月31日 土

6 8月1日 日

7 8月2日 月

8 8月3日 火

9 8月4日 水 現地作業継続

10 8月5日 木 現地作業継続

11 8月6日 金
移動（カノ-アブジャ） 水理地質資料の収集

・検討

12 8月7日 土
再委託準備(社会経済調

査、水質調査）
調査準備

（物理探査、水質調査）

13 8月8日 日 他機関の援助状況調査 水質調査委託先の検討
再委託準備および調査補
助員選定(社会状況調査）

14 8月9日 月

15 8月10日 火

16 8月11日 水

17 8月12日 木
ＵＮＩＣＥＦ訪問
(バウチ州）

保健省での聞き取り調査
現地調査

ＵＮＩＣＥＦ訪問
(バウチ州）

18 8月13日 金

19 8月14日 土

20 8月15日 日

21 8月16日 月

22 8月17日 火

23 8月18日 水

24 8月19日 木

25 8月20日 金

26 8月21日 土

27 8月22日 日

28 8月23日 月 移動（カノーアブジャ）

29 8月24日 火 移動（アブジャ発）

30 8月25日 水 移動（成田着）

31 8月26日 木

32 8月27日 金

33 8月28日 土

34 8月29日 日

35 8月30日 月

36 8月31日 火

37 9月1日 水 るわさ

38 9月2日 木

39 9月3日 金 移動（カノーアブジャ） 資料・調査結果の整理
WHO訪問

資料・調査結果の整理
移動（カノーアブジャ）

40 9月4日 土
ナイジャ州の過去のプロ

ジェクト調査
ナイジャ州の過去のプロ

ジェクト調査

41 9月5日 日
調査結果概要説明
打ち合わせメモ作成

資料・調査結果の整理

42 9月6日 月
ＦＭＷＲ、ＵＮＩＣＥＦと打ち合

わせ
移動（カノ-アブジャ）

移動（カノ-アブジャ）
ＵＮＩＣＥＦと打ち合わせ

ＦＭＷＲ、ＵＮＩＣＥＦと打ち
合わせ

43 9月7日 火

44 9月8日 水

45 9月9日 木

ＦＭＷＲ、大使館、JICA報告

移動（アブジャ-ロンドン）

移動（成田着）

現地調査 データ整理 資料収集・整理

資料・調査結果の整理
データ整理

資料・調査結果の整理
現地調査
資料収集

資料・調査結果の整理

資料・調査結果の整理

資料・調査結果の整理

現地調査
資料収集

現地調査
資料収集

現地調査
資料収集

資料収集・整理／
維持管理状況等調査
掘削現場視察

資料収集・整理

現地調査 データ整理 資料収集・整理 資料・調査結果の整理

データ整理 資料収集・整理

積算関連資料収集／
調達事情調査

現地調査
資料収集

現地調査
資料収集

現地調査
資料収集

資料収集・整理／
維持管理状況等調査

移動(成田-ロンドン）

移動(ロンドン-アブジャーカノ着）

カノで資機材の情報収集

資料収集・整理

資料収集・整理

現地調査
資料収集

機材、支援車両、
井戸資機材に関する
資料収集・調査 積算関連資料収集／

調達事情調査

現地調査

RUWASA打ち合わせ

RUWASA、州水資源・地方開発省打ち合わせ

カノーアブジャ、午後ＦＭＷＲ打ち合わせ

MM署名、ＵＮＩＣＥＦ訪問、大使館、JICA報告

資料2.　調査行程〈基本設計調査時〉

移動(成田-ロンドン）

移動(ロンドン-アブジャ）、大使館、JICA、連邦政府表敬

ＦＭＷＲと打ち合わせ後、カノ州に移動

RUWASA打ち合わせ、州水資源・地方開発省表敬

サイト調査(Minjibir, Bichi 他）

民間井戸業者ヒアリング、資料収集・整理

RUWASAとの打ち合わせ／
団内打ち合わせ

RUWASAとの打ち合わせ／
団内打ち合わせ

RUWASAとの打ち合わせ／
団内打ち合わせ

RUWASAとの打ち合わせ
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日順 月日 曜日
総括

（関　智宏）

業務主任／
地下水開発計画
(鈴村　忠男）

社会状況調査／
施設運営維持管理計画

(澤田　留美）

1 12月12日 日

2 12月13日 月

3 12月14日 火

4 12月15日 水

5 12月16日 木

6 12月17日 金

7 12月18日 土

8 12月19日 日

9 12月20日 月
MM署名、日本大使館報告、
JICAナイジェリア事務所報告
移動（アブジャ⇒フランクフルト）

10 12月21日 火 移動（フランクフルト－成田）

11 12月22日 水 成田

12 12月23日 木

RUWASAとの協議

RUWASAとの協議、サイト調査、ミニッツ協議、WHOとの協議、RUWASAとの協議

　〈基本設計概要書説明時〉

移動(成田-ロンドン）

移動(ロンドン-アブジャ）、日本大使館表敬、国家計画委員会（NPC)表敬、JICAナイジェリア事務所打ち合わせ、
UNICEF表敬、連邦水資源省（FMWR)表敬・協議

カノ州に移動、カノ州地方給水衛生局（RUWASA)表敬・協議、カノ州水資源・地方開発省表敬、カノ州知事表敬

移動（アブジャ－ロンドン）

移動（ロンドンー成田）

UNICEFとの協議

アブジャへ移動、JICAナイジェリア事務所打ち合わせ

団内打ち合わせおよび資料整理

団内打ち合わせおよび資料整理

MM署名、日本大使館報告、
JICAナイジェリア事務所報告
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資料３. 関係者（面会者）リスト 
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資料 3. 関係者（面会者）リスト 

〔基本設計調査時〕 

 
国家計画委員会：National Planning Commission (NPC) 
－Dr. M. Badangida Aliyu: Permanent Secretary 
－Mr. Nwozuzu Samuel: Principal Planning Officer 
 
連邦水資源省：Federal Ministry of Water Resources (FMWR) 
－Mr. Mukutar Shagari: Minister 
－Engr. M.A.K. Abudakar: Director 
－Mr. Akinladi Aletan: Deputy Director 
－Mr. Idou Adetunji: Assistant Director 
－Mr. Usman Gaya: Chief Scientific Officer  
 
カノ州水資源・地方開発省：Ministry of Water Resources and Rural Development (MWRRD) 
－Mr. Salihu M. Sagir Takai: Commissioner 
－Mr. Alhaji Abdu Lawan Kofar-Mazugal:    Permanent Secretary 
－Mr. Ayusu Balarabe: Director 
 
カノ州地方給水衛生公社：Rural Water Supply and Sanitation Agency (RUWASA) 
－Mr. Adamu M. Salihu: Managing Director 
－Engr. Suleiman Salisu: Assistant General Manager of  
 Planning & Community Mobilization 
－Mr. Abdul Ganiyu A. Ibrahim: Assistant General Manager Admin. & General 
－Mr. Balarabe I. Yazid: Assistant General Manager of Water Supply  
 & Sanitation Technical Services 
－Mr. Labaran Urale: Monitoring Manager of  
 Planning & Community Mobilization 
－Mr. Babangida Sari Yandadi: Mobilization Manager of  
 Planning & Community Mobilization 
－Mr. Salusu D. Jahir: Hydrogeologist of  
 Planning & Community Mobilization 
 
カノ州保健省：Ministry of Health (MOH) 
－Dr. Daiyabu Mahd: Director of Primary Health Sector  
－Mr. Ubale Ibrahim Rano: Director of Planning Sector  
 
WHO 
－Dr. Hamisu Walla: Surveillance Officer 
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UNICEF 
－Mr. Stanley R. Hall:  Chief, WES Section (Abjya) 
－Ms. Theresa K. Pamma: APO, GWEP (Anjya) 
－Mr. Mohammed Kamfut: Project Officer (Bauchi, Zone-D Office) 
 
Niger States, Rural Water & Sanitation (RUWATSAN) 
－Mr. Hassaini Babanna: Director 
 
在ナイジェリア国日本大使館 
－松井 啓: 特命全権大使 
－水谷 好洋: 一等書記官 

 
JICA ナイジェリア事務所 
－山形 茂生: 所長 
－日下部 光: 企画調査員 
－古閑 純子: 保健衛生専門家 
－甲斐田 きよみ: ジェンダー平等推進チーム 
－Mr. Bashir Ibrahim: Security Adviser (Kano) 
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〔基本設計概要書説明時〕 

 
国家計画委員会：National Planning Commission（NPC） 
－Mr. Bauchaka A. M.: Assistant Director  
－Mr. Tijani Umar:   Senior Administrative Officer  
 
連邦水資源省：Federal Ministry of Water Resources (FMWR) 
－Mr. Engr. M. A. K. Abubakar: Director, Water Supply & Quality Control 
－Mr. Akinladi Aletan:         Deputy Director, Water Supply & Quality Control 
－Mr. Idou Adetunji: Assistant Director, Water Supply & Quality Control  
－Mr. Gaya Usman: Chief Science Officer, Water Supply & Quality Control  
 
カノ州知事庁舎 
－Mr. Aihaji Abdulkarim Hassan: Secretary of Kano State Government 
 
カノ州水資源・地方開発省：Ministry of Water Resources and Rural Development (MWRRD) 
－Mr. Malam Salihu M. Sagir: Permanent Secretary, Kano State Council 
  (Hon. Commissioner) 
－Mr. M. Haruma: Permanent Secretary 
 
カノ州地方給水衛生公社：Rural Water Supply and Sanitation Agency（RUWASA） 
－Mr. Adam Salihu:  Managing Director  
－Mr. Abdul Ganiyu A. Ibrahim: Assistant General Manager of  
 Admin. & General Service 
－Mr. Balarade I. Yazid:  Assistant General Manager of 
 Water Supply & Technical Services 
－Engr. Suleiman salisu:  Assistant General Manager of 
 Planning & Community Mobilization 
－Mr. Labaran Urale:  Monitoring Manager of  
 Planning & Community Mobilization Sector 
 
UNICEF 
－Engr. Stanley R. Hall: Chief of WES Section 
－Ms. Theresa K. Pamma: APO, GWEP 
 
WHO 
－Dr. Hamisu Walla: Surveillance Officer 
 
在ナイジェリア国日本大使館 
－田中 映男: 特命全権大使 
－水谷 好洋: 一等書記官 
－山下 宜範: 一等書記官 
 



C-4 

JICA ナイジェリア事務所 
－山形 茂生:  所長 
－日下部 光:  企画調査員 
－Mr. Sowunmi:  Administrator 
－Mr. Bashir Ibrahim: Security Advisor 
 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料４. 当該国の社会経済状況 



資料4. 当該国の社会経済状況

主要指標一覧
１９９２年 ２０００年 ２００1年 ２００２年 ２００２年の

地域平均値

国土面積（１０００km2） 911 911 911 911 n.a.
人口（百万人） 102.0 127.0 130.0 133.0 688.0
人口増加率（％） 2.9 2.4 2.3 2.2 2.2
出生時平均余命（歳） 50 47 n.a. 45 46
妊産婦死亡率（ ／１０万人） n.a. n.a. n.a. n.a. 917(2000)

社 乳児死亡率（ ／１０００人） n.a. 102.0 n.a. 100.0 103.1
会 一人当たりカロリー摂取量（kcal/１日）*1 2,641 2,704 2,684 2,726 2,207
指 初等教育総就学率(男)(％) 104.8 n.a. 107.0 n.a. n.a.
標 　　　　　　　　　　　　(女)(％) 83.1 n.a. 85.6 n.a. n.a.
等 中等教育総就学率(男)(％) 31.8 n.a. n.a. n.a. n.a.

　　　　　　　　　　　　(女)(％) 26.0 n.a. n.a. n.a. n.a.
高等教育総就学率(％) 4.3 n.a. n.a. n.a. n.a.
成人識字率（15歳以上の人口の内：％） 51.7 64.0 65.4 66.8 64.9
絶対的貧困水準（1日1＄以下の人口比：％） n.a. n.a. n.a. 70.2(97) n.a.
失業率(％) n.a. n.a. n.a. n.a. n.a.
GDP（百万USドル） 32,700 42,100 42,700 43,500 319,000
一人当たりGNI（USドル） 290 270 300 300 450
実質GDP成長率(％) 2.9 4.2 2.9 -0.9 2.8
産業構造（対GDP比：％）
　　　農業 23.8 28.8 34.6 37.4 17.7
　　　工業 58.3 43.6 35.5 28.8 28.7
　　　サービス業 17.9 27.6 29.9 33.8 53.6
産業別成長率(％)

経 　　　農業 2.1 2.9 3.8 5.3 2.8
　　　工業 0.3 6.1 1.5 -4.8 3.0

済 　　　サービス業 6.9 4.0 3.2 -4.3 2.5
消費者物価上昇率（インフレ：％） 44.6 14.5 13.0 12.9 n.a.

指 財政収支（対GDP比：％） n.a. n.a. n.a. n.a. n.a.
輸出成長率（金額：％） 3.3 2.8 -1.8 -17.6 0.0

標 輸入成長率（金額：％） 2.2 9.7 11.3 8.6 5.2
経常収支（対GDP比：％） 6.9 21.7 13.5 2.3 n.a.
外国直接投資純流入額（百万ドル） 897.0 930.0 1,100.0 1,280.0 7,820.0
総資本形成率（対GDP比：％） 21.8 17.7 20.1 23.3 17.8
貯蓄率（対GDP比：％） 23.5 33.4 24.5 17.4 17.0
対外債務残高（対GNI比：％） 12.6 4.9 6.3 3.7 4.2
DSR（対外債務返済比率：％） 28.7 7.6 12.3 8.6 10.5
外貨準備高（対輸入月比：％） 1.2 7.3 7.8 5.1 7.1
名目対ドル為替レート*2 17.298 101.697 111.231 120.578 n.a.
（通貨単位：ナイラ　Naira）

  政*3 政治体制：連邦共和制
  治 憲法：1999年5月29日新憲法公布
  指 元首：大統領。ｵﾙｾｸﾞﾝ･ｵﾊﾞｻﾝｼﾞｮ(Olusegun OBASANJO)。直接選挙制。任期4年。1999年5月29日就任

  標 　　　2003年4月19日再選
議会：2院制。上院109議席、下院360議席。直接選挙制。ともに任期4年

出典　2004 World Development Indicators World Bank Onlineおよび書籍
　　　*1 FAO Food Balance Sheets 2004年 9月 FAO Homepage 
　　　*2  International Financial Statistics Yearbook 2003  IMF
　　　*3  世界年鑑　2004　共同通信社
注 ●(  )に示されている数値は調査年を示す。(85-02)と示されている場合は1985年から2002年までの間の最新値を示す
　　●「人口」、「GDP」及び「外国直接投資純流入額」の「2002年の地域平均値」においては、地域の総数を示す
　　●「妊産婦死亡率」の「2002年の地域平均値」においては、WHO・ユニセフの調整済データを示す
　　●地域はサブサハラ・アフリカ。ただし「一人当たりカロリー摂取量」における地域はサハラ以南のアフリカ
　　●就学率が100を超えているのは、学齢人口推計値と実際の就学データの間にずれがあるため

指標項目
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政府歳入・歳出［ナイジェリア］
２０００年 ２００１年 ２００２年

（百万ナイラ）（百万ナイラ）（百万ナイラ） (百万US$)* 対GDP比**
歳入 1,986,949 2,247,884 2,037,763 16,900 36.2%
　租税収入 636,082 876,376 711,542 5,901 12.6%
　非税収入 1,350,867 1,371,867 1,326,222 10,999 23.5%
歳出 1,706,562 2,509,965 2,334,566 19,361 41.4%
　経常歳出 651,615 770,120 868,122 7,200 15.4%
　資本歳出 250,506 440,955 264,002 2,189 4.7%
　純貸付額 0 0 7,400 61 0.1%
　州・地方政府 504,945 844,137 804,524 6,672 14.3%
　その他 299,497 454,754 390,518 3,239 6.9%
財政収支 280,387 -262,081 -296,803 -2,462 -5.3%

歳出内訳［ナイジェリア］
２０００年 ２００１年

（百万ナイラ）（百万ナイラ）（百万ナイラ） (百万US$)* 内訳 対GDP比**
歳出 1,706,562 2,509,965 2,334,566 20,988 100.0% 41.4%
　一般サービス n.a. n.a. n.a. n.a. n.a. n.a.
　国防 n.a. n.a. n.a. n.a. n.a. n.a.
　公安 n.a. n.a. n.a. n.a. n.a. n.a.
　教育 n.a. n.a. n.a. n.a. n.a. n.a.
　保健・医療 n.a. n.a. n.a. n.a. n.a. n.a.
　社会保障・福祉 n.a. n.a. n.a. n.a. n.a. n.a.
　住宅・生活関連施設 n.a. n.a. n.a. n.a. n.a. n.a.
　ﾚｸﾘｭｴーｼｮﾝ・文化 n.a. n.a. n.a. n.a. n.a. n.a.
　エネルギー n.a. n.a. n.a. n.a. n.a. n.a.
　農林水産業 n.a. n.a. n.a. n.a. n.a. n.a.
　鉱工業・建設業 n.a. n.a. n.a. n.a. n.a. n.a.
　運輸・通信 n.a. n.a. n.a. n.a. n.a. n.a.
　その他 n.a. n.a. n.a. n.a. n.a. n.a.
会計年度は1月? 12月
 *：対ﾄﾞﾙ換算ﾚーﾄはPrincipal Rate, Period Average  出典はInternational Financial Statistics Yearbook 2003 IMF
**：GDPの出典はThe World Economic Outlook 2004  IMF Homepage
出典　IMF Country Report No.04/242 August 2004

JICAの対ナイジェリア技術協力

注：年の区切りは日本の会計年度（4月? 3月）。また対ﾄﾞﾙ換算ﾚーﾄはOECD Homepageによる。
出典　JICA実績表 2003年3月　国際協力機構

対ナイジェリアODA実績　《我が国》 　(支出純額、単位：百万ドル）

《DAC諸国・国際機関》 　(支出純額、単位：百万ドル）

注：年の区切りは1月? 12月の暦年。 (   )内はODA 合計に占める各形態の割合(%)。
出典　ODA国別データブック2002 外務省

２００２年

２００２年 ２００２年

通貨単位 1998年度 1999年度 2000年度 2001年度 2002年度 累計

億円 0.47 1.27 1.70 2.11 1.32 100.13

百万ドル 0.36 1.12 1.58 1.74 1.05

支出総額
97 ? (? ) 0.64 (100) 0.64 (100) ? ? (? ) 0.64 (100)
98 ? (? ) 0.62 (? ) 0.62 (? ) ? -11.47 (? ) -10.85 (100)
99 0.74 (34) 1.45 (66) 2.19 (100) ? ? (? ) 2.19 (100)

2000 0.26 (10) 2.37 (90) 2.63 (100) ? ? (? ) 2.63 (100)
2001 11.46 (? ) 2.45 (? ) 13.91 (? ) ? -5.03 (? ) 8.88 (100)
累計 156.90 (32) 83.44 (17) 240.34 (48) 381.67 257.20 (52) 497.53 (100)

暦年
贈与 政府貸付

合計
無償資金協力 技術協力 計 支出純額

暦年 うち日本 合計
98 英国 17.4 ドイツ 14.1 米国 3.8 フランス 3.0 アイルランド 1.5 -10.9 34.3
99 英国 21.0 ドイツ 7.7 米国 7.5 フランス 5.2 デンマーク 3.3 2.2 52.9

2000 米国 32.5 英国 22.9 ドイツ 11.3 フランス 4.1 日本 2.6 2.6 84.3

暦年 その他 合計
98 IDA 133.8 UNICEF14.4 UNDP 12.9 AfDF 10.6 UNFPA 3.5 -5.5 169.8
99 IDA 72.2 UNICEF11.8 AfDF 7.2 UNDP 3.6 UNFPA 3.4 -1.9 96.3

2000 IDA 51.0 UNICEF18.9 AfDF 12.4 UNDP 6.1 UNFPA 3.7 8.2 100.2

5位

1位 2位 3位 4位 5位

1位 2位 3位 4位
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資料５. 討議議事録（Ｍ／Ｄ） 



























































 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料６. 事業事前計画表 
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資料 6. 事業事前計画表（基本設計時） 

事業事前計画表（基本設計時） 

1. 案件名 
ナイジェリア連邦共和国 カノ州水供給・衛生改善計画 

2. 要請の背景 
• ナイジェリア国の給水率は都市部で 81%とされているが、全人口の 6 割弱が居住する地

方部で 39%に留まっている（WHO、2000 年）。不衛生な水の利用による水因性疾患の

発生率も高く、ナイジェリア政府は、1999 年に「国家給水衛生政策」を策定し 2011 年

までに全国民に安全な水を供給することを目指している。これは本プロジェクトの上位

計画と位置付けられる。 
• カノ州の地方部の安全な水の給水率は 14.8％で、全国平均 39%と比較して極端に低い。

そのため、村落部の住民は付近の小河川や池、沼、手掘井戸等を生活用水の水源として

利用せざるを得ない状況であり、このため水因性疾患が蔓延している。 
• 本プロジェクトは、井戸建設関連資機材を調達し、カノ州の地方部の深井戸給水施設が

整備され、持続的な給水施設の運営維持管理が実施されることをプロジェクト目標とす

る。ひいては、住民の給水衛生環境の改善が図られることを上位目標とする。 
3. プロジェクト全体計画概要 ※下線部：本無償資金協力に直接関係する成果、活動および投入

(1) プロジェクト全体計画の目標 
• 裨益対象： 

カノ州地方部住民約 86,000 人（2009 年） 
• プロジェクト終了時に発現が期待される直接的な便益： 

カノ州地方部の給水施設が整備され、住民の給水衛生環境が改善される。 

(2) プロジェクト全体計画の成果 
• カノ州の井戸建設関連資機材が整備される。 
• カノ州地方部の給水施設 240 箇所が整備される。 

(3) プロジェクト全体計画の主要活動 
• 井戸掘削関連資機材を調達する。 
• 給水施設建設資機材を調達する。 
• 技術訓練を実施する。 
• 調達資機材を用いてカノ州地方部の給水施設整備事業を実施する。 

(4) 投入（インプット） 
• 日本側（＝本案件）：無償資金協力 3.61 億円 
• ナイジェリア連邦共和国側：給水施設建設に係る人件費、消耗品などの経費：0.87 億円

(5) 実施体制 
• 実施機関：カノ州水資源・地方開発省地方給水衛生公社（RUWASA） 
• 主管官庁：連邦水資源省（FMWR）給水・水質管理部 

4. 無償資金協力案件の内容 

(1) サイト 
• ナイジェリア連邦共和国カノ州 

(2) 概 要 
• カノ州地方部の給水施設建設に必要な資機材の調達。 
• RUWASA の職員を対象とした、工事運営管理・施設維持管理体制強化に関する技術

指導。 
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(3) 相手国側負担事項 
• カノ州地方部の給水施設建設 

(4) 概算事業費 
• 概算事業費 4.48 億円(無償資金協力 3.61 億円、ナイジェリア連邦共和国側負担 0.87

億円) 

(5) 工期 
• 2005 年 7 月から約 14 ケ月（予定） 

(6) 貧困、ジェンダー、環境及び社会面の配慮 
• 直接の裨益者は厳格なイスラム教徒が多く、また民族的にはハウサ族であり、こうし

た宗教・地域的特性に配慮する。 
5. 外部要因リスク 

• ナイジェリア国の地方給水セクターに係る国家開発政策に変更がない。 
• 疾病など他の病気が急増しない。 

6. 過去の類似案件からの教訓の活用 
特になし 

7. プロジェクト全体計画の事後評価に係る提案 

(1) プロジェクト全体計画の目標達成を示す成果指標 

項 目 2004 年現状値 2009 年計画値 
深井戸給水施設整備箇所 290 箇所 530 箇所（240 箇所増） 
カノ州地方部の給水率 14.8% 16.2% 

(2) その他の成果指標 

• 対象村落の井戸毎（240 コミュニティ）に村落水衛生委員会（VWESC）が設立される。

• カノ州の水因性疾病罹患率が低下する。 

(3) 評価のタイミング 

• 2009 年以降（機材調達後開始される先方政府による井戸掘削工事完工 1 年経過後） 
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資料８. 物理探査結果 
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資料 8. 物理探査結果 

 

1． 実施目的 

調査地域全体の水理地質状況を明らかにするため、既存の水理地質資料（1980 年代に

世銀の資金で掘削した約500の井戸資料およびRUWASAが1997年以降に掘削した約200

の井戸の成果）を参考にして、 32 地点の電探地点を決定した。表 H-1 にその地点の一

覧を示す。 

表 H-1 電気探査実施地点の一覧表 

経度 緯度 電気探査の実施地点番号および実施方法 

11.492520  8.295290  ES1-3 Rano LGA by Horizontal survey and Resitivity profiling by Dipole 

11.492520  8.295300  ES1-7 Rano, Toure village by Horizontal survey and Vertical Sounding 

11.647639  8.904306  ES2-2 Bunkure LGA by Vertical sounding 

11.529417  8.653111  ES3-6 Kibiya LGA by Vertical sounding 

11.879306  7.973694  ES7 D/Kudu LGA by Vertical sounding 

11.542810  8.441680  
ES8-8a Warawa LGA by vertical sounding. Due to no potential by the results 

alternative site was re-surveyed at ES8-8b spot 

11.910139  8.739444  ES8-8b Warawa by Vertical sounding and Resistivity profiling by Wenner method

10.395730  8.383520  ES11-3 Doguwa LGA by Horizontal survey and Vertical sounding 

11.678417  8.262833  ES12-5 Kiru LGA by Vertical sounding 

11.678639  8.262750  ES13-4 Bebeji LGA Resitivity profiling by Dipole method 

12.048017  7.985933  ES16 Shanono LGA by Vertical soundiong 

11.628778  7.885111  ES17 Karaye LGA by Vertical soundiong 

11.678417  8.262833  ES18 Rogo LGA by Vertical soundiong 

12.214222  8.559361  ES19 Minjibir LGA by Vertical soundiong 

12.090517  8.484800  ES20 Ungogo LGA by Vertical soundiong 

12.203190  7.583180  ES22-3 Kunchi LGA by Vertical soundiong 

12.203190  7.583180  ES23 Tsanyama LGA by Vertical soundiong 

12.420717  8.517333  ES24 Danbatta LGA by Vertical soundiong 

11.583560  8.462700  ES26-8 Gezawa LGA Horizontal survey and Vertical soundiong 

11.492520  8.295290  ES28 D/Tofa LGA by Vertical soundiong 

12.048517  8.272500  ES29 Tofa LGA by Vertical soundiong 

12.153367  8.135983  ES30 Bagwai LGA by Vertical soundiong 

11.862528  8.998444  ES32 Albasu LGA by Vertical soundiong 

11.957889  9.037889  ES33a Gaya LGA by Vertical soundiong 

11.647639  8.904306  ES33b Gaya LGA, Talatar village by Vertical soundiong and Vertical sounding 

11.897083  8.926250  ES33c Gaya LGA, Gamarya village by Vertical soundiong 

11.878167  7.972083  ES34 Ajingi LGA by Vertical soundiong 

11.567139  9.107694  ES37 Takai LGA by Vertical soundiong 

11.567417  9.106972  ES38 & WQ13 Sumaila LGA by Vertical soundiong 

12.021167  8.555722  ES44aElectrical Logging at Tuduwada ward, Kano City 

11.957889  9.037889  ES44b by Vertical soundiong at Tuduwada ward, Kano City 

注: 太字で示した井戸地点は RUWASA が調査実施を強く希望した所である 
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2. 探査方法 

a) 自然電位 (SP 法) 

自然電位測定のための電極間隔(=a)はやや深い地下水位が想定される所で 40m、浅い

地下水位が想定できる場合には 20 m で実施した。a = 20m の場合でも a = 40m でも自

然電位値は深度に左右されないことが知られている。電極はイオン分極効果が出ないよ

うに、硫酸銅を日本から持ち込み、現地の材料を用い無分極電極を作成し測定した。無

分極電極の設置では表土を掘削し大地に直接、電極が接触するように工夫し、岩盤のク

ラックに沿う地下水の流動方向を的確に把握できるよう、既存資料のレビュー、現地状

況の確認を行って慎重に決定した。 
 
          M a    (自然電位 “∆V”)      N 
 

地下水流動 

 電流密度               

 
 

M 、N : 無分極電極 
a : 電極間隔 (m) 

 

b) 比抵抗垂直探査 

比抵抗探査は通常実施される電気探査の総称である。そのうち、垂直探査法は地下の

地質が水平に分布するような堆積岩類で特に有力な探査手法である。しかし、火成岩類

などでクラックや断層に沿う不均質な状態な地域での地下水調査では困難な場合があ

る。 

垂直探査の実施方法としてウェンナー法およびシュランベルジャー法電極配置が知

られている。これは下記の計算式で比抵抗値を求めることができる。 

ρa =  n  x  (n+1)  x  a  x  π x  ∆V/∆I 

ここで 

ρa  : 見かけ比抵抗値 (ohm/m) 
n   :  n = 1 （ウェンナー法の場合） n > 5 （シュランベルジャー法の場合） 
a   : 電極間隔 (m) 

∆V : 電位差の読み値 (mV) 
∆I : 送電の電流値 (mA) 

 
 
 

+
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     A   n x a    M    a    N   n x a     B 
 
 
 
 
 

A、B : 電流電極 (破線は電流密度) 
M、N : 電位電極 ( mV) 

 

c) 電気探査機を用いた電気検層の実施 

RUWASAがカノ市内のTudunwada wardで掘削した井戸を利用し電気検層を実施した。

実施方法は比抵抗垂直探査に使用する電線を工夫し、電気探査機器を用いた。プローブ

の電極間隔は 0.25m と 1.0m の 2 種類とし、其々の比抵抗値と 1.0m 間隔における自然

電位値を観測した。測定結果は現場で整理し、スクリーン位置を決めた。電気検層にお

ける見かけ比抵抗値の整理は以下の式を用いる。 

ρa =  4  x  a  x  π  x  ∆V/∆I 

電気検層の観測結果は H-13 ページに示す。 

 

3. 探査結果 

32 地点の電気探査実施位置と地下水ポテンシャルの想定結果を次ページの位置図に

示す。 
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図 H-1  Location Map of Electric Soundings and Evaluated Potential 
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また、32 の観測結果の概要を表 H-2 に、詳細を H-6 ページから H-17 ページに示す。これ

らの結果を用い、井戸の標準設計を求めた。 

 

表 H-2  32 地点の電気探査結果 

地区 LGA 番号 
(ES 電探番号) 

電気探査から判断された 
水理地質状況 

井戸の 
掘削長  

(m) 

RUWASA が今後、 
調査実施する際の 

留意点 
南部 11, 10, 1,3,13 

(ES11-3, 
ES13-4, ES1-7, 
ES1-3, ES3-6) 

新鮮な花崗岩が凹凸を持ってやや

薄く風化土の下に直接分布する。

地下水はこの風化土と新鮮な花崗

岩との境界面にある。 

(50) – 60m 自然電位探査で最適位

置を見つけ出した後、

そこで 2 次元比抵抗プ

ロファイル探査を実施

し、井戸地点を決める。

中央部 2,4,5,6,9,8,26 
(ES2-2, ES44, 
ES26-8, 
ES8-8a, 
ES8-8b) 

新規花崗岩が地表近くに浅く分布

する。地下水位は浅いため、井戸

掘削地点は比較的容易に決めるこ

とが可能である。 浅層地下水は地

表空の汚染に注意する必要があ

る。 

平均 40m 密集家屋が多くあるた

め 2 次元探査が困難。

通常の水平探査と垂直

探査を 密に行い、最適

な井戸地点を見い出

す。 
東部 32,33,34,35,36,

37,38 
 (ES32, ES33a, 
ES33b, ES33c, 
ES34, ES35, 
ES37, ES38) 

当初、高い Cl 濃度の地下水が懸念

されたが、これは密集する家屋に

近い井戸で 汚染されたものであ

る。井戸選定では場所によって水

理地質状況が異なり、成功率は変

化激しい。 

50m – (70)m 新規花崗岩の凹凸分布

が激しいので 2 次元探

査で最適な場所を選定

するのが得策。 

西部 12,14,15,16,17,
18,23,29,30,31 
 (ES12-5, 
ES17, ES18, 
ES16, ES14, 
ES23, ES29, 
ES30) 

古期花崗岩が広く分布しており、

地下深部にまで風化が進んでい

る。地下水はこの風化帯に胚胎さ

れる。井戸掘削字には風化帯から

の孔壁崩壊が発生しやすい。 

(40) – 100m 深部風化の要因となる

クラック位置を水平探

査で探すのが得策。 

北部 19,20,21,22,24,
25,27,28 
 (ES22, ES24, 
ES19, ES28, 
ES20) 

基盤岩類はやや浅く分布している

と考えられる。また、鉄分濃度が

高い地下水が存在する場合がある

ので注意が必要。 

(40) – 60m 地下水ポテンシャルが

最も低い地域であり、

井戸地点を決定するた

めに慎重な電気探査が

必要である。 
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a (m) Resis-
tivity mV (△V) mA

1 0.5
2 1.0 4.8 41.78 54.46
3 2.0 0.7 4.47 76.84
4 3.0 2.6 11.68 83.21
5 5.0 2.3 6.60 88.82
6 7.0 2.1 5.42 115.60
7 10.0 20.1 32.66 102.06
8 20.0 8.5 8.47 125.19
9 30.0 24.1 22.47 175.46
10 50.0 44.5 14.92 63.50
11 70.0 62.2 20.39 144.02
12 100.0 434.2 64.95 93.95

X Y SP (mV)
1 10 10 87.44
2 6 8 38.67
3 3 0 38.87
4 0 2.5 56.62

a (m) Resis-
tivity mV (△V) mA

1 0.5 50.9 285.15 17.58
2 1.0 63.6 216.64 21.40
3 2.0 70.9 163.90 29.02
4 3.0 70.7 73.85 19.68
5 5.0 58.7 161.14 86.25
6 7.0 63.6 122.78 84.82
7 10.0 71.3 73.33 64.62
8 20.0 216.0 49.59 28.84
9 30.0 150.9 48.14 60.10
10 50.0 183.1 23.35 40.05
11 70.0
12 100.0

X Y SP (mV)
1 0 0
2 3 50 68
3 0 70 144
4 5 80 88
5 0 120 110
6 3 160 99.8

Spontaneous Potential Survey (ES 8-8a Warawa LGA "no potential") GPS31

Data Sheet for WENNER Method (ES 8-8a Warawa LGA "no potential") GPS31

Spontaneous Potential Survey (ES 11-3: Doguwa LGA "good") GPS27

Data Sheet for WENNER Method (ES 11-3: Doguwa LGA "good") GPS27
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a (m) Resis-
tivity mV (△V) mA

1 0.5 388.35 17091.3 138.19
2 1.0 57.568 1116.7 121.82
3 2.0 73.249 615.9 105.60
4 3.0 122.73 1130.0 173.47
5 5.0 53.94 294.8 171.63
6 7.0 45.237 110.2 107.05
7 10.0 40.126 86.0 134.58
8 20.0 81.946 110.9 170.04
9 30.0 64.337 22.3 65.39
10 50.0 111.51 18.2 51.11
11 70.0 141.16 35.1 109.31
12 100.0

X Y SP (mV)
1 20 0 244
2 0 79 12
3 5 100 586
4
5
6

n X Z Resitivity mV mA
1 37.5 -25 52.1 3.24 29.3
2 75 -50 246.4 6.05 46.25
1 62.5 -25 195.3 23.72 57.2
2 100 -50 451.2 7.8 32.57
1 87.5 -25 94.5 7.1 35.38
2 125 -50 427.7 8.5 37.44
1 112.5 -25 216.8 17.42 37.85
2 150 -50 331.3 4.38 24.91
1 137.5 -25 62.3 3.63 27.44
2 175 -50 589.8 12.55 40.09
1 162.5 -25 173.1 12.68 34.51

X Y SP (mV)
1 0 0 144
2 50 10 390
3 100 15 288
4 150 10 116.51
5
6

Spontaneous Potential Survey (ES 1-7 Rano LGA "very good") GPS37

Data Sheet for WENNER Method (ES1-7 Rano LGA "very good") GPS37

Data Sheet for Dipole Resitivity profile (ES1-3: Rano LGA "very good") GPS35

Spontaneous Potential Survey (ES 1-3, Rano LGA "very good") GPS35

40 60 80 100

150

200

250

300

350

400

450

500

550

600

-50

-40

-30

10

100

1000

0.1 1.0 10.0 100.0a (meter)
R

es
iti

vi
ty

20 70 105 105<30 9070

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

0 20 40 60 80 100
120
140
160
180
200
220
240
260
280
300
320
340
360
380
400
420
440
460
480
500
520
540
560
580
600

SP1

SP2
SP3

Dug

  1     2     3      4      5      6      7      8       9      10       11

0 20 40 60 80 100 120 140

110
130
150
170
190
210
230
250
270
290
310
330
350
370
390

SP1

SP2 SP3

SP4

Recommendable Drilling Point



H-8 

 

a (m) Resis
- mV (△V) mA

1 0.5 149.1 916.27 19.3
2 1 15.5 54.78 22.13
3 2 164.8 294.37 22.43
4 3 178 253.17 26.79
5 5 176 139.54 24.9
6 7 157.5 105.22 29.37
7 10 129.9 63.95 30.92
8 20 174.6 51.38 36.97
9 30 219 60.1 51.71
10 50 292 35.75 36.53
11 70 408.8 8.9 9.57
12 100 592.4 12.32 13.06

X Y SP (mV)
1 0 0 225
2 3 40 295
3 6 80 229.43
4 9 120 250

a (m) Resis
- mV (△V) mA

1 0.5 57.32 753.37 41.27
2 1 53.35 345.94 40.72
3 2 43.83 127.94 36.66
4 3 69.42 219.69 59.62
5 5 89.53 280.42 98.35
6 7 120.7 196.54 71.57
7 10 141.7 119.96 53.16
8 20 163.3 20.69 15.91
9 30 101.2 6.58 12.25
10 50 206.5 24.25 36.87
11 70 153.4 7.36 21.09
12 100

Data Sheet for WENNER Method (ES26-8: Gezawa LGA "good") GPS29

Spontaneous Potential Survey (ES 26-8 Gezawa LGA "good") GPS29

Data Sheet for WENNER Method (ES28: Dawakin Tofa LGA "good") GPS39

ρ - a Curve
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a (m) Resis-
tivity mV (△V) mA

1 0.5 142.53 726.74 16.01
2 1 65.54 190.56 18.26
3 2 24.14 14.82 7.71
4 3 20.10 22.68 21.26
5 5 22.57 16.71 23.25
6 7 23.15 9.22 17.51
7 10 23.25 10.40 28.09
8 20 31.46 5.55 22.16
9 30 34.11 5.87 32.42
10 50 43.00 2.87 20.96
11 70 55.71 2.39 18.86
12 100

a (m) Resis-
tivity mV (△V) mA

1 0.5 46.23 243.22 16.52
2 1 47.26 274.29 36.45
3 2 45.76 121.21 33.27
4 3
5 5 31.48 45.71 45.60
6 7 33.15 25.96 34.43
7 10 38.48 39.87 65.07
8 20 66.80 48.97 92.07
9 30 97.68 47.26 91.15
10 50 182.82 36.00 61.83
11 70 267.54 35.67 58.61
12 100

n X Z Resitivity mV mA
1 37.5 -25 172.1 10.46 28.63
2 75 -50 870.2 9.51 20.59
1 62.5 -25 496.8 34.42 32.63
2 100 -50 156.1 2.75 33.18
1 87.5 -25 48.8 3.73 35.98
2 125 -50 256.4 3.59 26.38
1 112.5 -25 75.6 4.85 30.23

Data Sheet for WENNER Method (ES14: Gwarzo LGA "very good") GPS58

Data Sheet for WENNER Method (ES12-5, Kiru LGA "good") GPS52

Data Sheet for Dipole Method profiling (ES13-4: Bebeji LGA "poor potential") GPS 51
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a (m) Resis-
tivity mV (△V) mA

1 0.5 83.05 1082.00 40.91
2 1 80.68 85.18 6.63
3 2 57.32 123.44 27.05
4 3 62.52 287.06 86.50
5 5 69.98 130.49 58.55
6 7 69.78 42.78 26.95
7 10 70.85 49.49 43.87
8 20 81.29 13.89 21.46
9 30 107.79 34.14 59.67
10 50 86.12 5.54 20.20
11 70 108.37 7.97 32.33
12 100 99.70 7.42 46.74

a (m) Resis-
tivity mV (△V) mA

1 0.5 44.13 979.38 69.69
2 1 54.35 553.66 63.97
3 2 42.47 286.30 84.66
4 3 33.42 128.34 72.35
5 5 29.27 75.05 80.51
6 7 31.83 67.20 92.82
7 10 36.79 56.44 96.34
8 20 54.76 44.32 101.65
9 30 79.74 53.39 126.15
10 50 112.85 28.26 78.63
11 70 137.09 14.66 47.01
12 100

a (m) Resis-
tivity mV (△V) mA

1 0.5 153.56 1795.30 36.71
2 1 255.01 1658.00 40.83
3 2 439.99 1671.70 47.72
4 3 517.88 1015.70 36.95
5 5 380.33 611.80 50.51
6 7 328.69 295.27 39.49
7 10 335.71 76.55 14.32
8 20 98.91 15.90 20.19
9 30 66.70 11.46 32.37
10 50 78.92 9.41 37.44
11 70 105.00 17.03 71.30
12 100

Data Sheet for WENNER Method (ES17 Karaya LGA "very good") GPS57

Data Sheet for WENNER Method (ES18 Rogo LGA "good") GPS53

Data Sheet for WENNER Method (ES32 Albasu LGA "good") GPS65
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a (m) Resis-
tivity mV (△V) mA

1 0.5 130.13 1198.50 28.92
2 1 197.82 831.90 26.41
3 2 295.74 762.89 32.40
4 3 350.26 841.62 45.27
5 5 395.68 435.25 34.54
6 7 402.42 307.58 33.60
7 10 357.31 269.01 47.28
8 20 193.97 57.08 36.96
9 30 201.31 33.37 31.23
10 50 254.30 35.78 44.18
11 70
12 100

a (m) Resis-
tivity mV (△V) mA

1 0.5 136.41 1733.30 39.90
2 1 225.68 1095.70 30.49
3 2 261.35 982.98 47.24
4 3 290.09 429.13 27.87
5 5 238.78 334.22 43.95
6 7 198.58 73.18 16.20
7 10 143.30 63.62 27.88
8 20 101.08 26.83 33.34
9 30 109.65 12.10 20.79
10 50 152.01 7.00 14.46
11 70 216.03 5.16 10.50
12 100

a (m) Resis-
tivity mV (△V) mA

1 0.5 175.79 2241.00 40.03
2 1 246.31 965.61 24.62
3 2 254.19 629.01 31.08
4 3 250.33 662.49 49.86
5 5 215.87 331.03 48.15
6 7 147.01 106.71 31.91
7 10 96.38 89.80 58.51
8 20 118.78 40.77 43.11
9 30 146.69 39.25 50.41
10 50 225.16 75.68 105.54
11 70 276.60 14.95 23.76
12 100 307.46 0.94 1.92

Data Sheet for WENNER Method (ES33a Gaya LGA "poor potential") GPS61

Data Sheet for WENNER Method (ES34 Ajingi LGA "good") GPS60

Data Sheet for WENNER Method (ES37 Takai LGA "good") GPS68
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a (m) Resis-
tivity mV (△V) mA

1 0.5 168.57 1049.00 19.54
2 1 224.12 531.75 14.90
3 2 226.14 413.75 22.98
4 3 254.59 255.00 18.87
5 5 174.21 124.61 22.46
6 7 154.83 78.47 22.28
7 10 63.41 31.00 30.70
8 20 174.43 65.09 46.87
9 30 203.21 20.17 18.70
10 50 268.42 24.44 28.59
11 70 310.55 16.70 23.64
12 100

a (m) Resis-
tivity mV (△V) mA

1 0.5 39.38 777.66 62.01
2 1 52.63 719.92 85.90
3 2 46.51 243.31 65.70
4 3 40.36 100.03 46.69
5 5 33.12 39.57 37.52
6 7 29.98 51.12 74.96
7 10 27.60 44.39 100.99
8 20 36.40 28.27 97.55
9 30 51.09 30.13 111.11
10 50 77.41 21.83 88.55
11 70 99.01 12.55 55.72
12 100 145.42 7.03 30.36

a (m) Resis-
tivity mV (△V) mA

1 0.5 2.74 114.15 130.96
2 1 11.83 249.00 132.23
3 2 28.13 218.47 97.56
4 3 29.06 84.51 54.79
5 5 27.09 50.84 58.93
6 7 26.00 35.58 60.15
7 10 20.68 23.87 72.50
8 20 28.03 19.14 85.75
9 30 64.38 19.98 58.47
10 50 42.56 5.54 40.87
11 70 138.46 15.49 49.18
12 100

Data Sheet for WENNER Method (ES38 Sumaila LGA "very poor potential") GPS71

Data Sheet for WENNER Method (ES19 Minjibir LGA "poor potential") GPS73

Data Sheet for WENNER Method (ES2-2  Bunkure LGA "good" ) GPS81
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Dept
h (m)

SP(mV
) 1m

Resiti-
vity mV (△V) mA Resitivity mV (△V) mA

0
1
2
3 119.8
4 67.9 31 352.17 143.14 3 121.71 141.54
5 190.9 116 1159.50 125.87 1 49.79 174.39
6 237.0 410 3634.00 111.27 12 410.33 111.34
7 313.3 435 3607.70 104.25 106 3567.90 106.00
8 305.3 434 3612.60 104.65 102 3549.40 109.57
9 297.0 439 3628.30 103.80 110 3622.70 103.00

10 312.9 302 3614.10 150.11 79 3457.00 138.11
11 285.2 757 3629.90 60.21 103 2015.90 61.57
12 279.0 1167 3637.00 39.14 246 3680.70 47.06
13 282.0 1411 3640.80 32.42 353 3634.10 32.29
14 289.6 1525 3642.80 30.01 390 3656.60 29.44
15 296.4 1565 3642.50 29.23 376 3674.00 30.67
16 295.2 1613 3649.40 28.41 403 3655.00 28.46
17 253.8 1226 2651.70 27.17 426 3679.50 27.15
18 285.2 1912 3646.60 23.96 470 3574.90 23.87
19 377.4 2061 3605.00 21.97 512 3583.00 21.97

a (m) Resis-
tivity mV (△V) mA

1 0.5 118.87 325.19 8.59
2 1 49.62 226.69 28.69
3 2 51.00 87.50 21.55
4 3 37.93 26.21 13.02
5 5 20.86 12.86 19.36
6 7 31.38 28.40 39.78
7 10 670.35 1078.00 100.99
8 20 1545.05 1200.00 97.55

a (m) Resis-
tivity mV (△V) mA

1 0.5 77.22 1117.50 45.44
2 1 113.22 750.01 41.60
3 2 124.91 471.51 47.41
4 3 139.92 263.06 35.42
5 5 147.20 124.93 26.65
6 7 133.98 110.94 36.40
7 10 117.81 114.45 61.01
8 20 169.77 57.19 42.31
9 30 241.34 37.61 29.36
10 50 392.07 45.40 36.36
11 70 475.94 21.35 19.72
12 100 #DIV/0!

Data Sheet for WENNER Method (ES20 Ungogo LGA "very poor potential") GPS74

１.0 m 0.25 m
Logging Data at ES44a Tudunwada in Kano City

Data Sheet for WENNER Method (at ES44b Logging spot of Tudunwada in Kano City) GPS72

ρ - a Curve
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a (m) Resis-
tivity mV (△V) mA

1 0.5 112.48 1134.10 31.66
2 1 169.17 699.02 25.95
3 2 214.84 593.20 34.68
4 3 264.75 119.87 8.53
5 5 257.96 55.37 6.74
6 7 258.40 95.93 16.32
7 10 309.30 49.35 10.02
8 20 453.37 25.52 7.07
9 30 467.13 27.77 11.20
10 50 523.56 23.31 13.98
11 70 523.93 8.76 7.35
12 100 620.26 14.43 14.61

a (m) Resis-
tivity mV (△V) mA

1 0.5 197.25 1841.80 29.32
2 1 182.17 756.24 26.07
3 2 204.37 395.73 24.32
4 3 195.70 188.12 18.11
5 5 200.62 218.96 34.27
6 7 197.07 81.05 18.08
7 10 203.17 132.32 40.90
8 20 203.22 49.30 30.47
9 30 209.92 163.95 147.14
10 50 202.91 31.05 48.05
11 70 234.18 14.49 27.20
12 100

a (m) Resis-
tivity mV (△V) mA

1 0.5 58.50 888.10 47.67
2 1 88.71 1051.00 74.40
3 2 108.83 563.72 65.06
4 3 125.38 659.24 99.06
5 5 128.02 265.06 65.01
6 7 102.19 189.01 81.31
7 10 75.50 32.57 27.09
8 20 122.03 45.85 47.19
9 30 170.17 29.87 33.07
10 50 248.23 25.40 32.13
11 70 307.13 23.44 33.55
12 100

Data Sheet for WENNER Method (ES24 Danbatta LGA "no potential") GPS76

Data Sheet for WENNER Method (ES29 Tofa LGA "potential by deper weathering") GPS75

Data Sheet for WENNER Method (ES30 Bagwai LGA, "potential by deep weathering") GPS78

ρ - a Curve
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a (m) Resis-
tivity mV (△V) mA

1 0.5 119.43 863.02 22.69
2 1 231.49 822.00 22.30
3 2 200.91 306.64 19.17
4 3 179.36 183.74 19.30
5 5 174.48 81.35 14.64
6 7 175.80 48.63 12.16
7 10 172.00 43.63 15.93
8 20 140.50 23.86 21.33
9 30 117.15 13.12 21.10
10 50 323.33 25.29 24.56
11 70
12 100

a (m) Resis-
tivity mV (△V) mA

1 0.5 77.48 437.72 17.74
2 1 104.69 391.93 23.51
3 2 149.43 196.18 16.49
4 3 159.35 164.76 19.48
5 5 153.55 160.98 32.92
6 7 146.62 173.47 52.01
7 10 138.56 74.31 33.68
8 20 192.14 95.72 62.57
9 30 223.22 34.04 28.73
10 50 282.31 27.53 30.62
11 70
12 100

a (m) Resis-
tivity mV (△V) mA

1 0.5 8.47 117.50 43.57
2 1 102.84 709.91 43.35
3 2 68.79 276.36 50.46
4 3 61.27 158.05 48.60
5 5 45.97 84.96 58.03
6 7 36.65 42.45 50.91
7 10 28.99 21.33 46.20
8 20 20.85 8.81 53.06
9 30 24.82 10.90 82.74
10 50 36.51 7.16 61.58
11 70 61.90 14.71 104.46
12 100

Data Sheet for WENNER Method (ES23  Tsanyama LGA, "very poor potential") GPS46

Data Sheet for WENNER Method (ES22-3 Kunchi LGA "poor potential") GPS47

Data Sheet for WENNER Method (ES16 Shanono LGA "good potential") GPS77

ρ - a Curve
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a (m) Resis-
tivity mV (△V) mA

1 0.5 52.146 975.5 58.74
2 1.0 57.568 1116.7 121.82
3 2.0 73.249 615.9 105.60
4 3.0 94.488 870.0 173.47
5 5.0 53.94 294.8 171.63
6 7.0 32.284 110.2 150.00
7 10.0 21.335 19.1 56.31
8 20.0 63.337 110.9 220.00
9 30.0 93.488 22.3 45.00
10 50.0 111.51 18.2 51.11
11 70.0 141.16 35.1 109.31
12 100.0

n X Z Resitivity mV mA
1 15 -10 83.1 5.39 30.56
2 40 -20 197.2 5.11 48.82
3 55 -30 1022.9 3.82 17.59
1 35 -10 78.8 3.58 21.4
2 50 -20 283.6 1.77 11.76
1 55 -10 48.6 1.67 16.17
1 45 -20 122.3 3.82 14.71
1 45 -10 80.0 1.84 10.83
2 70 -20 197.9 4.48 42.65
1 65 -10 84.6 12.28 68.39
1 80 -10 90.2 7.3 38.1
1 85 -10 96.1 8.89 43.57

X Y SP (mV)
1 350 0 96
2 300 15 66
3 100 30 120
4 0 40 56
5 150 10 83
6 220 27 209

Data Sheet for WENNER Method (ES3-6 Kibiya LGA "good") GPS84

Data Sheet for Dipole Resitivity profile (ES35 Wudil LGA "good") GPS80

Spontaneous Potential Survey (ES 35 Wudil LGA "good")
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a (m) Resis-
tivity mV (△V) mA

1 0.5 2.20 3.58 5.11
2 1 3.38 4.19 7.79
3 2 3.90 3.64 11.72
4 3 7.47 2.49 6.28
5 5 7.79 1.20 4.84
6 7 9.08 2.47 11.96
7 10 16.08 5.07 19.80
8 20 76.96 7.42 12.11
9 30 113.51 6.73 11.17
10 50 137.80 2.87 6.54 6.7
11 70
12 100

a (m) Resis-
tivity mV (△V) mA

1 0.5 34.05 526.90 48.59
2 1 1.94 11.80 38.22
3 2 3.61 10.39 36.15
4 3 65.47 98.28 28.28
5 5 38.47 92.50 75.50
6 7 60.17 35.33 25.81
7 10 10.73 6.36 37.23
8 20 8.71 4.21 60.71
9 30 20.30 6.23 57.81
10 50 35.01 2.99 26.82
11 70 30.94 2.62 37.23
12 100 142.11 8.97 39.64

n X Z Resitivity mV mA
1 37.5 -25 59.0 1.8 14.38
2 75 -50 282.2 9.18 61.28
1 62.5 -25 9.5 3.84 190.24
2 100 -50 81.4 5.27 121.97
1 87.5 -25 4.7 1.22 123.1
2 125 -50 13.7 1.11 152.93
1 112.5 -25 108.6 22.06 95.67

Data Sheet for WENNER Method (ES8-8b re-survey Warawa LGA "good") GPS74

Data Sheet for WENNER Method (ES33b Gaya LGA, Talatar "very poor") GPS85

Data Sheet for WENNER Method (ES33c  Gaya LGA, Gamarya "very good") GPS87

ρ - a Curve
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資料９. 水質分析結果 



I-1 

資料９．水質分析結果 

現地にて簡易測定した結果ならびに水質分

析機関において分析した結果は次ページの表

I-1 および I-2 の通りである。調査地点位置は

右図に示す。 

• 簡易測定結果：Fe、Mn、No3、Cl につ

いてパックテストを実施し、その際合わ

せて温度、電気伝導度 EC、TDS、塩分

について簡易測定器（Hach Senion5）を

用いて測定した。パックテストでは、Mn、
Cl に関しては測定限界以下であったも

のの、Fe は WHO 基準を上回る地点が多

く見られた。人為的な汚染を表す NO３

は基準こそ上回ってはいないが比較的高

い値を示す地点が見られ、水源が汚染さ

れている可能性を示唆している。TDS は全般に低くいが、局部的に基準値 1,000mg/㍑
を超えているところがあった。 

• 室内分析結果：簡易測定を行った井戸の中から 10 ヶ所についてサンプルを取り、水質

分析を実施した。その結果、重金属等の健康被害を及ぼすものは検出しなかったが、

Fe、Mn、Mg、濁度などに基準を満足しないものがあった。また、大腸菌が半数の地

点で検出されたので水源の人為汚染が確認された。 
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表 I-2　簡易測定による地下水水質分析結果

1 2 3 4 5 6 7 8
Fe Mn No3 Cl Temp. EC TDS Salinity

mg/l mg/l mg/l mg/l 0C µC/cm mg/l ‰
1 8.08156 11.71679 <0.2 <0.5 2 <10 28.1 582.0 282 0.3
2 8.80025 11.41902 <0.2 <0.5 <1 <10 26.8 309.0 149 0.1
3 8.66301 11.52914 2 <0.5 20 <10 29.1 776.0 378 0.4
4 8.16678 11.88333 2 <0.5 1 <10 29.4 89.2 187 0.1
5 8.00167 11.78354 <0.2 <0.5 <1 <10 29.8 121.3 58 0.1
6 7.82515 11.54012 <0.2 <0.5 <1 <10 27.5 112.1 53 0.0
7 7.98336 12.03356 <0.2 <0.5 1 <10 30.5 645.0 314 0.4

12 8.57305 11.32216 3 <0.5 1 <10 - - - -
13 9.06251 11.34027 3 <0.5 1 <10 - - - -
14 9.08056 11.40153 3 <0.5 2 <10 - - - -
15 8.59535 11.51450 5 <0.5 30 <10 - - - -
16 8.59387 11.51460 3 <0.5 <1 <10 - - - -
17 7.58195 11.52414 3 <0.5 20 <10 28.2 920.0 455 0.5
18 7.53057 11.37424 3 <0.5 30 <10 28.9 1258.0 621 0.6
19 7.53045 11.37405 3 <0.5 10 <10 27.7 276.0 132 0.1
20 8.15305 11.36167 5 <0.5 30 <10 28.7 344.0 1620 0.2
21 7.59310 12.17545 5 <0.5 2 <10 30.1 169.8 81 0.1
22 7.59310 12.17545 5 <0.5 15 <10 30.5 184.1 88 0.1
23 7.59310 12.17545 5 <0.5 5 <10 27.6 73.8 74 0.1
24 8.36477 11.35317 5 <0.5 5 <10 29.5 285.0 137 0.1
25 8.29528 11.49251 5 <0.5 30 <10 29.1 680.0 332 0.3
26 8.50472 11.47567 7 <0.5 <1 <10 29.5 226.0 108 0.1
27 8.42166 11.53377 2 <0.5 1 <10 29.7 89.5 42 0.0
28 8.46270 11.58355 2 <0.5 <1 <10 29.5 242.0 116 0.1
29 8.45542 11.59243 2 <0.5 1 <10 29.8 180.0 86 0.1
30 8.38353 10.39574 2 <0.5 <1 <10 28.9 13.3 6 0.0
31 8.26527 11.15005 5 <0.5 <1 <10 27.7 49.6 23 0.0
32 8.22147 12.09029 2 <0.5 <1 <10 28.8 279.0 134 0.1
33 8.11072 12.07036 2 <0.5 <1 <10 30.2 83.1 39 0.0
34 8.11072 12.07036 2 <0.5 1 <10 29.6 630.0 306 0.3
35 8.18016 12.30169 2 <0.5 <1 <10 31.8 286.0 138 0.1
36 8.18016 12.30169 2 <0.5 <1 <10 30.5 176.3 84 0.1
37 8.18016 12.30169 3 <0.5 2 <10 30.8 581.0 282 0.3
38 8.38037 12.33323 5 <0.5 1 <10 30.5 131.1 62 0.1
39 8.30535 12.25412 5 <0.5 <1 <10 31.6 109.4 52 0.0
40 8.30535 12.25412 2 <0.5 1 <10 29.1 298.0 143 0.1
41 8.30531 12.25413 2 <0.5 2 <10 30.2 62.5 29 0.0
42 9.15271 11.32298 2 <0.5 2 <10 29.1 966.0 474 0.5
43 9.15271 11.32295 3 <0.5 2 <10 30.3 1730.0 864 0.9
44 8.58059 11.36365 3 <0.5 <1 <10 29.1 319.0 154 0.1
45 8.18274 12.18069 2 <0.5 <1 <10 - - - -
46 8.18276 12.18063 2 <0.5 <1 <10 - - - -
47 8.18425 12.18386 2 <0.5 1 <10 - - - -
48 8.33337 12.12512 2 <0.5 <1 <10 - - - -

0.3 0.1 50 250.0 - - 1000 -
WHO

Standard

LatitudeSample No. Longtitude

I-3



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料１０. 社会状況調査結果 
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資料 10 社会状況調査結果 

1. 調査の概要 

本件対象地域において以下のような社会状況調査を実施した。 
 

調査の方法 

調査 調査手法 調査対象(場所・人数) 主な内容 
村落調査 ｱﾝｹｰﾄ 302 村落 

（各村落 1 名） 
既存の給水施設の状況、保健・衛生

状況、VWESC の状況と維持管理費

用等 
世帯調査 ｱﾝｹｰﾄ 各村落 2 世帯 

(男女 1 名ずつ) 
家庭経済状況、水汲みの状況、

VWESC や維持管理に対する意識

等 
社会状況 
(補足)調査 

ｲﾝﾀﾋﾞｭｰ 
ｸﾞﾙｰﾌﾟﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝ 
状況視察 

38LGA にある 
15 村落 

既存の給水施設の状況、保健・衛生

状況、VWESC の状況と維持管理費

用、住民の参加意思、社会状況、経

済状況、女性の状況等 
 

村落調査と世帯調査は、調査員が英語の質問票を現地語に訳しながら回答を記載する方法

で行われた。 

村落調査は、既存給水施設の状況(種類、距離、水質・水量等)や住民達が罹り易い水因性

疾患の状況、水供給に関する問題点、VWESC の状況などプロジェクト対象地域の選定や効

果指標となりうる項目が盛り込まれているため、村落の代表者や長老などの村落全体の概況

を把握している人物を回答者とした。 

世帯調査は、各家庭の経済状況、保健・衛生状況、既存の給水状況、VWESC への参加意

欲、社会状況、イスラム教徒の多い地域での女性の状況などを項目に盛りこんだ。水問題、

保健衛生、家庭生活に対する男性と女性の視点の違いや貧富の差にも十分配慮し、住民の中

からランダムに男性 1 名、女性 1 名を回答者とした。 

補足調査では、社会状況調査担当団員が38LGAの中から15村落を訪問し、村落リーダー、

コミュニティリーダー、女性などを対象としたキーインフォーマントインタビューのほか、

2 村落ではその場に居合わせた住民達とのグループディスカッションを行った。カノ州は、

厳格なイスラム教徒が多く、既婚女性は自宅の外に出ることや夫以外の男性と話をすること

が許されていないため、女性へのインタビューは各家庭を訪問し主人同席のもと LGA スタ

ッフの通訳を介して行った。補足調査を通じて、住民達の生活の中で水がどのように係わっ

ているか、健康状況、保健・衛生面の意識、VWESC に対する考え方、水源の状況、水汲み

の実態等、アンケートによる調査だけでは聴取できない住民達の生の声を把握した。 

調査対象 308 村落の中には、要請された 2001 年以降他の村落と統合された村落があるこ

とが調査を通じて明らかになり、最終的に対象村落は 302 村落となった。 
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2. 調査結果 

2.1 調査村落の概況と人々の暮らし 

カノ州は、行政区分上 44 郡(District)に分かれており、各郡はいくつかの村落（Village）
や町(Town)から成り、さらに村落はいくつかの集落(Community/Word)から成り立っている。

対象村落は平均 10～15 集落から成り立っており、一つの集落には 20～30 世帯が生活してい

る。対象村落の人口は平均約 2,700 名で、男性平均約 1,200 名、女性平均約 1,500 名と女性

人口が若干上回っている。これはカノ州に厳格なイスラム教徒が多く、1 名の男性が 4 名ま

で妻をもつことができることも背景にある。1 世帯には、1 名の主人に対して平均 2～3 名の

妻と平均 8～10 名の子供がおり、家族構成は 10～30 名が一般的である。ちなみに世帯調査

の平均値をみると、1 名の主人に対して 2 名の妻、8 名の子供、1 世帯 12 名の家族構成とな

っていた。 

イスラム教の特徴は、社会状況、生活様式、水衛生との関わりの中にも非常によく現れて

いる。住居は、日干しレンガ、わら、土などで作られた高い塀で囲まれており、外部からは

住居の内部が見えないようになっている。家の内部は、玄関を入るとすぐ運搬作業に使うロ

バの小屋があり、中央には家畜小屋や食糧保存倉庫がある。玄関を入って正面と左右の壁に

沿って住民の部屋、水置場、トイレ、台所がある。台所とトイレは水置場を挟んで近い位置

にある場合が多い。 

対象村落には全体の 96％の世帯でトイレを所有しており、そのほとんどが穴を掘っただけ

の伝統的なタイプである。補足調査で訪問した村落の中にはトイレとして部屋をただ区切っ

ているだけのものもあった。公共トイレ建設に対しては、代表者の 7 割が賛成であると回答

し、9 割以上が N100～300 以下であればトイレ建設費を支払うことが可能であると回答して

いる。しかし、維持管理の責任負担を考えやはり個人の責任で各家庭に設置すべきと考えて

いるようである。 

宗教上、一日 5 回の祈りの前に体を清めるという習慣があるため、ほとんどの回答者がト

イレの後や食事前に石鹸と水を使って手洗いを行っている。また、補足調査によるとトイレ

を含めた自宅内の部屋の掃除を一日に数回行っている。しかし、自宅の軒先に家畜の糞が散

らばっている様子、井戸周りの排水状況、水汲み・保管容器の汚れを見る限り衛生意識はま

だまだ低く、住環境の衛生改善のために具体的な行動を一つ一つ指導していく必要がある。 

対象村落の住民は、ソルガム、ミレット、メイズ等の穀類、野菜類を生産する農業と牛、

ヤギ、鳥などを飼育する畜産業を並行して営むもの世帯が多く、月平均収入額は約 N15,000
となっている。南部地域などでは灌漑利用による米の栽培も行われているが、対象地域の大

半が農作物の栽培に天水を利用しているため、雨期の 5～9 月が農繁期となっている。収穫

は年に 1 度であり、自給用として各世帯の穀物倉庫に保管され、余剰分を市場にて販売し収

入を得ている。河や沼に近い村落では魚の加工品も収入の一部になっている。各世帯の月平

均支出額は約 N9,000 で、支出内訳をみると食料品に平均約Ｎ5,000、衣料品費用に平均約

N2,000、水関連費用に平均約 N900、医療費に平均約 N1,000 となっている。日常必需品は

村落の市場あるいはカノ市の市場で購入している。 
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既婚女性は自宅の外に出ることをあまり許されていないため、農業、畜産業等の経済活動

や薪拾い、家の修理、農村道路改修、日常必要品の購入等の労働を男性が担当し、自宅内で

の子供の世話、掃除、洗濯、炊事や家畜の世話を女性が担当している。 

この地域では、水汲みを主に男性や子供が 1 日に朝

と夕方の計 2 回行うのが一般的である。世帯調査の結

果でも水汲みの主な担い手は男性で全体の 58%を占め

ていた。子供達も学校へ行く前、帰宅してから水汲み

を行っており、その割合は男の子で全体の 52%、女の

子で全体の 28%を占める。 

補足調査で行った女性に対する聞き取りによると、女性が水汲みを行うことがまれである

とはいえ、毎日の家事労働の負担は大きいようである。世帯調査の結果をみると 1 日の家事

労働時間は平均 3～5 時間である。しかし、家族の多い世帯では 6 時間以上費やすと回答し

ている。例えば、洗濯は週に数回(2～3 回)の頻度で行われているが、1 回の洗濯に費やす時

間は平均 2～3 時間と 1 日の労働時間に占める割合も高い。また、女性は炊事、洗濯、掃除、

家族の世話等、日常生活の中で最も水や衛生に係わっているにも係わらず、適切な知識を習

得する機会が与えられていない。そのため、女性に対する衛生教育の実施を切望していた。 
 

2.2 既存の水源と保健衛生の状況 

村落調査および世帯調査の結果をみると、現在利

用している既存の給水施設は、雨期と乾期で若干の

違いはあるもののほぼ同じ水源を利用している住

民が多い。既存水源までの距離は 200～1000ｍ以内

となっている。これは、対象村落の約 4 割が既にハ

ンドポンプ井戸を所有しており、自宅に手掘り井戸

を所有する住民や LGA が作った公共の手掘りの井

戸を所有する村落が対象村落全体の 8 割以上を占

めているためである。 

しかし、川や沼の水を水源とする住民の

中には水源までの距離が 2km 以上あると

回答しているものもいる。補足調査の聞き

取りでは、安全な水を得るために 5km 以

上離れた場所にある既存のハンドポンプ

まで水汲みに行っているという住民もい

た。この場合、子供には負担が大きいため、

女性を含め大人がリアカー、自転車、ロバ

等に水容器(主にジェリカン)をのせて運搬

している。 

水汲み労働の担い手

担当者 対象村落に占める割合

男性 58%

女性 2%

男の子 52%

女の子 28%

その他 1%
無回答 4%

既存の水源

水源の種類
対象村落に
占める割合

(乾期）

対象村落に
占める割合

(雨期）

ハンドポンプ井戸 36% 38%

手掘りの井戸 86% 85%

沼 10% 8%

川 8% 13%

雨水 1% 12%

水源までの距離

0 10 20 30 40

200m

500m

1,000m

1,500m

2,000m

2,000m以上

距離

回答者(%)

雨期

乾期
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住民が水汲みに使用する容器としてはプラスチックバケツやジェリカンで、汲んできた水

は陶器やプラスチック容器で保管する世帯が多い。水汲み容器は 20～25 ㍑入るものが一般

的である。水汲み容器は毎日水汲みを行う際に洗浄しているようであるが、保管容器に関し

ては洗浄されることはまれである。世帯調査の結果をみると、1 世帯平均で 120 ㍑/日の水を

日常生活で使用しており、20 ㍑の容器の

場合、6 個分にあたる水量を毎日確保しな

ければならない。既存水源の水質・水量

に関しては雨期の場合「問題ない」と回

答する住民が半数以上であったが、乾期

には「問題がある」と回答する住民が増

加する。 
 
現地調査を実施したのは雨期であるが、補足調査の中で確認した水は色も濁り、藻が浮い

ていて、決して「問題ない」とは言いがたいものであった。既存水源の水質が悪いと回答し

た理由で最も多いのは「色の濁り」であったが、大半の住民がフィルターの使用や沸かすと

いった処理を行わずにそのまま飲むと回答している。 
 
対象村落の問題として最も回答数が多いものが水衛生関連で代表者の 8 割以上が問題であ

ると認識している。次に多かったのは保健医療の約 5 割であった。世帯調査でも同様の傾向

がみられ、問題の認識に関しては男女の差はみられなかった。 

さらに、村落調査、世帯調査、補足調

査を通じた住民の水衛生に関わる問題

意識についてその調査結果を分析する

と、「乾期の水量」、「同じ水源を利用

する人々の数」、「雨期の水量」、「水

源までの距離」など水量の少なさや水源

の距離について問題意識をもつ住民が

多い。 
 

対象村落ではマラリアのほか、下痢、赤痢、コレラ、腸チフス等の水因性疾患が多数発生

している。病気の原因としては「不衛生な水」や「不衛生な食べ物」と回答する住民が多く、

「きれいな水」や「衛生状態の改善」が病気を防ぐ方法であると半数以上の住民が認識して

いる。健康のために「水を沸かす」、「フィルターを使用する」、「消毒薬を使用する」と

いった処理が必要であるという知識も持っている。ところが、薪を購入する費用がないとい

った理由でこうした知識が直接行動に結びつく状況ではないため、下痢、赤痢、コレラなど

の水因性疾患が発生する結果となっている。こうしたことが背景となり、新たな水供給施設

建設によって「安全な水をより近い距離から安定的に入手したい。」という住民の要望・ニ

ーズは非常に強い。 
 

既存の水源の水量・水質

雨期の水量・水質 割合 問題点 割合

良い 9.9% 水量 3.7%

問題がない 59.6% 色 74.1%
問題がある 26.8% → 臭い 9.9%

味 7.4%

乾期の水量・水質 割合 問題点 割合

良い 3.5% 水量 38.0%

問題がない 34.3% 色 69.4%
問題がある 58.4% → 臭い 8.2%

味 8.2%

水衛生に関する問題

18%

29%

1%5%

18%

2%

8%

4%
1%
3%1%1%1% 6% 2%

水源までの距離

乾期の水量

雨期の水量

水質

同じ水源を利用する人々の数

排水

井戸の故障/盗難

子供の病気

大人の病気

トイレがない

洋服の汚さ

水汲み容器の汚さ

家やその周辺の汚さ

その他

無回答
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2.3 村落水衛生委員会（VWESC）とハンドポンプ井戸施設の維持管理 

対象村落のうち既存のハンドポンプ井戸を有する

村落は全体の約 4 割を占めていた。しかし、村落調

査の結果をみると、VWESC が設立され現在も機能し

ている村落はわずか 4%であった。こうした組織があ

る場合でも、大半が正式な VWESC ではなく、伝統

的な自治組織が水管理や保健衛生の組織を兼ねてお

り、運営維持管理が適切に行われている村落は非常に

少ない。 

定期的に維持管理費用を徴収することもまれで、設置前

の寄付金以外は井戸が故障した場合に修理費の集金を行う

ケースが多い。適切に行われている村落では、設置前の寄

付金 N100～200 を支払い能力のある住民から徴収し、支

払うことができない住民は設置準備のための労務提供を行

っている。水代金は、月平均 N30～N100 と幅があり、支

払い能力に応じて各コミュニティの支払い金額を決定して

いることがわかる。 

一方、VWESC が設立されたが現在は機能していないと回答した村落は 16%であった。そ

の理由としては、多くの住民が費用を負担できず、収入の多い人に依存するか、LGA による

修理を待っているために放置されているためである。村落調査の結果でも「維持管理費用が

負担できない」と回答したものが半数以上を占めていた。 

 

 

 

 

 

 

 

また、現在 VWESC は存在しないが、今後組織を設立し住民による運営維持管理を行うと

回答した村落は全体の 47%を占めていた。維持管理費用の支払いについては、大半の回答者

が毎月水代金を徴収することに同意しており、村落調査の結果からは、井戸建設のための寄

付金としては N100～300、水代金としては N30～50/月の支払いが可能であると判断する。 

 

水代金の支払い頻度

支払頻度 割合

毎月 91.6%

毎週 0.4%

故障時 3.8%

毎年 3.8%
無回答 0.4%

維持管理費用

維持管理費用
（月額）

割合

約 N20 9.5%

約 N30 19.4%

約 N40 28.1%

約 N50 28.5%

約 N60 0.0%

約 N100 3.0%

N100以上 7.6%

労働提供 1.5%

分からない 0.8%
無回答 1.5%

井戸建設のための寄付金

維持管理費用
（月額）

割合

約 N100 28.5%

約 N200 42.6%

約 N300 24.0%

約 N400 0.4%

約 N500 0.4%

N500以上 0.8%

労働提供 0.8%

分からない 1.1%

無回答 1.5%

村落水衛生委員会の設立状況

村落水衛生委員会 割合

設立し機能している 4%

設立したが機能していない 16%

存在しないが今後設立する 47%

存在しない、設置もしない 29%

無回答 5%

村落水衛生委員会（VWESC）の設立状況

VWESC 
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補足調査でも、平均 N20～50/月の支払いが可能であると答える住民も多く、グループデ

ィスカッションの中では、支払い能力に応じて金額を決めるべきという意見も出ていた。 

ハンドポンプ井戸の維持管理費用としては、概算で井戸 1 本（平均受益者 360 名）につき

Ｎ26,500/年間となる。これは一人当たり約 N74/年間の負担額に相当し、1 世帯（家族構成

12 名と想定）あたり約 N900/年間の負担となる。世帯調査の月平均支出額が約 N9,000 で、

このうち水関連費用を平均 N900 支払っていることから、住民の維持管理費用 1 世帯あたり

約 N75/月というのは不可能な額ではない。 

しかし、月毎に維持管理費を支払うことができない住民もいることから、労務提供あるいは

収穫期に合わせて年に一度まとまった金額を支払うなど、支払い金額だけでなく支払い方法、

頻度についても十分 VWESC を通じて住民が検討する必要がある。 

さらに補足調査の聞き取りでは、運営維持管理に関する質問をしたところ、ハンドポンプ

井戸の運営維持管理を村落水衛生委員会中心に住民自身で行う点については、RUWASA や

LGA からの適切な指導を受けることができれば可能であると話していた。 

村落調査で VWESC がない村落で今後も設置しないと回答したのは全体の 29%で、世帯調

査においてはこの比率が 36%となっていた。理由としては、「維持管理費用が支払えない」

というのが最も多く、このほか「興味がない」、「政府の責任」といったものがあがった。

対象村落では「安全な水をより近い距離から安定的に入手したい。」という要望は強いが、

給水施設のオーナーシップや運営維持管理に対する住民参加の意識についてはまだ希薄で、

収入の多い住民や政府に依存する傾向が強い。こうした意識を少しずつ変え、持続的な運営

維持管理を住民自身が行うためには、VWESC の組織強化、井戸の維持管理や衛生教育等の

啓発活動を継続して行うことが必要である。 
 

2.4 LGA の村落水衛生委員会（VWESC）への支援状況 

対象村落にある既存のハンドポンプ井戸は LGA、州政府によって設置されたものが多く、

中には村落単位で設置したものもある。公共の手掘り井戸についても LGA によって設置さ

れたものが多い。カノ州では、ハンドポンプ井戸の運営維持管理は住民自身が行うことにな

っていることから、政府によって設置される際には、各コミュニティに VWESC を設立する

ことになっている。州政府や LGA の給水セクター職員は、各コミュニティの給水状況の改

善や既存給水施設の定期点検や修理等の維持管理支援を行い、LGA 保健衛生セクターの職員

は、各コミュニティ住民の保健衛生改善のための指導等を行うことになっている。 

しかし、村落調査の結果をみると政府関係者によ

る啓発活動の経験があると回答した代表者は全体

の 26%しかなく、63%は啓発活動を受けたことがな

いと答えている。啓発活動の担い手は大半が LGA
である。 

 

村落への啓発活動の有無

啓発活動 割合

あり 26%

なし 63%

無回答 11%
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RUWASA による給水施設建設を行う場合、建設直後の維持管理指導以外の日常の継続的

な啓発活動は LGA 職員によって行われる。給水施設の持続的な運営維持管理のためには、

LGA 職員との連携と住民組織化・啓発活動に関する業務指導を RUWASA が実施・管理して

いくことが求められる。 

3. まとめ 

3 種類の社会状況調査を通じて明らかになったのは、本件対象地域での「安全な水の安定

供給の必要性」である。調査の実施時期は雨期の 8 月であり、同地域内には手掘り井戸など

の既存の水源がある程度確保されているが、その水質・水量を「安全である」、「問題がな

い」とは言いがたい状況であった。こうした水源の多くが乾期に枯れて機能しなくなるため、

水を求めて遠くまで水汲みに行く住民もいるが、得られた水が水質・水量とも十分であるこ

とはまれである。ため池やタンクを用意して、カノ市内の水販売業者から水を購入している

コミュニティもある。このような状況から、住民達の多くが「水衛生関連」を最も問題であ

ると認識しており、同地域の水困窮度は非常に高いと判断する。また、対象地域ではコレラ、

下痢、赤痢などの水因性疾患が多発しており、特に乾期の始まる 10 月、雨期の始まる 6 月

の水量が不足する時期に大量発生する傾向にある。住民達はその原因の一つが「不衛生な水」

にあることを十分認識しているため、新たな水供給施設（ハンドポンプ付深井戸）の建設に

よって安定的に安全な水が供給されることを切望しているのである。 

しかし、対象地域の住民達の給水施設に対するオーナーシップや運営維持管理に対する意

識については非常に希薄で、収入の多い住民や政府に依存する傾向が強い。また、井戸周り

を含めた住環境の衛生意識の低さや飲料水の処理方法に関して改善すべき点がいくつかある。

さらに、住民への啓発活動や衛生教育等の支援を行う LGA、州政府が十分な活動を実施して

いないことも明らかになった。「安全な水の安定的供給」には、持続的な給水施設の運営維

持管理を利用者である住民が継続的に行われなければならない。住民のこれまでの意識を変

え、運営維持管理や保健衛生についての行動の発現とその持続性の確保には、長い期間をか

けてじっくり取り組むこととなる。そのために、実施機関となる RUWASA が住民の生活状

況や考えを十分理解し、LGA と連携を取りながら、VWESC の組織化、井戸の維持管理方法、

衛生教育等の具体的な行動を継続的に指導していくことが必要である。 
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Village Survey to village representative 

Village No.        Village name                    LGA                

Enumerator                   Respondent                     (Respondent’s) Position                     

A : Basic Questions 

A1. Village Population: Total                / male (         ), female (         ) 

A2. Total number of households:                

A3. How are people getting income mainly by? 

a. Agriculture        b. Livestock        c. Fishery        d. Sale other item        e. Labor work   

f. Other (                  ) 

A4. How much of average income can people get?  

N             /month  

A5. How much products do people sell per year for income?  

Agricultural products :  

a-1. Yam (             /year)            a-2. Maize (               /year)  

a-3. Beans (             /year)          a-4. Other :               (              /year) 

Livestock products :  

b-1. Chicken (            /year)         b-2. Cow (               /year)  

b-3. Goat (             /year)           b-4. Other :               (              /year) 

Fishery products :  

c-1. Fresh water fish (             /year)  c-2. Other:               (              /year) 

Main sales Item :  

d-1. Charcoal (              /year)       d-2. Other:               (              /year) 

A6. How much do people spend per month?         

 Average: N              /month  

A7. How much do people spend for;  

a. Food: N              /month     

b. Clothes: N             /month  

c. Water-related issues/matters (O&M, Buy Water, Jelly can, etc)   N               /month 

d. Sanitation and hygiene-related issues/matters (latrine construction, etc)   N               /month 

e. Health-related issues/matters (medicine, hospital, etc)   N               /month 

A8. Where do people buy necessities?   

a. Rural Market          b. City Market          c. Peddler         d. Other (              ) 
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A9. What are the problems that people in village are facing every day?  

a. Water & Sanitation         b. Financial problem        c. Education        d. Health care 

e. Other (                   ) 

A10. What kind of Water & Sanitation problem does the village have? 

 (Circle (〇) the ones that apply. Worst 3 problems) 

a. Water source is too far    

b. Little water in dry season   

c. Little water as resource even in rainy season 

d. Water quality is bad ⇒ d-1. Smell      d-2. Color      d-3. Taste      d-4. Other (           )  

e. Too many people use the same water resource  

f. Poor water drainage      

g. Be broken/stolen Hand pump 

h. Many children are usually sick ⇒ (Ex. :                 )   

i. Many adults are usually sick ⇒ (Ex. :                   ) 

j. Latrine: None/Too few    

k. No clean clothes    

l. No clean water-drawing containers 

m. No clean house/compounds    

n. Other (                   ) 

B. Questions about Health Condition 

B1. What kind of diseases did your village have for the last one year? 

a. Cholera         b. Guinea worm         c. Malaria         d. Diarrhea         e. Typhoid  

f. Dysentery          g. Other (                   ) 

B2. What are the causes of the diseases?   

a. Dirty water         b. Irregular weather         c. Bad people         d. Unsanitary food   

e. Other (                   ) 

B3. How did people cure the diseases?   

a. Self treatment         b. Local doctor         c. Mosque/Church         d. Hospital          

e. No treatment          f. Other (                   ) 

B4. How the people can prevent diseases?  

a. Clean water         b. Good sanitary condition         c. Good medicine          

d. Other (                   ) 

B5. Where do you think the patients should be treated?  

a. Hospital         b. Mosque/Church         c. Local clinic         d. Traditional treatment   

e. Specialist of water-born diseases         f. Other (                   ) 
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B6. What kinds of Medical facilities are in the village? (Please write the numbers.) 

a. Hospitals              b. Clinics             c. Dispensaries              

d. Health Center             e. Drug Shops             f. Traditional Doctors              

C. Questions about Water Supply  

C1. What is the main drinking water source in rainy season?  

a. Borehole         b. Dug Well          c. Pond          d. Stream/River 

e. Rain Water         f. Other (                   ) 

C2. How far is a main water source from center of village in rainy season? 

 a. 200m         b. 500m         c. 1000m         d. 1500m         e. 2000m          

f. Over 2000m 

C3. How is the water quality of main source in rainy season?  If “Bad”, please choose the reason. 

a. Good         b. OK         c. Bad ⇒ 1. Water amount     2. Color    3. Smell     4. Taste  

C4. What is the main drinking water source in dry season? 

a. Borehole         b. Dug Well          c. Pond          d. Stream/River 

e. Rain Water         f. Other (                   ) 

C5. How far is the main water source from center of Village in dry season? 

a. 200m         b. 500m         c. 1000m         d. 1500m         e. 2000m          

f. Over 2000m 

C6. How is the water quality of main resource in dry season? 

a. Good         b. OK         c. Bad ⇒ 1. Water amount     2. Color    3. Smell     4. Taste  

C7. What kind of facility do people use to carry the water from water source? 

a. Jelly can         b. Plastic Bucket/Bowl         c. Clay pot         d. Calabash          

e. Iron Pail         f. Other (                   ) 

C8. What kind of facility do people use to store the water? 

a. Drum         b. Plastic Container         c. Clay Pot         d. Clay pots fitted with taps          

e. Buckets fitted with taps         f. Calabash         g. Other (                   ) 

C9. How do people treat the water before drinking? 

a. Boil         b. No treatment          c. Other (                   ) 

D. Questions about Water & Sanitation/Hygiene 

D1. Is there household or public latrine in the Village?           a. Yes       b. No 

D2. What type of household latrine or public use latrine is in the village? 

a. Traditional Pit Latrine         b. Improved Traditional Pit Latrine          

d. Ventilated Improved Pit Latrine         e. Other (                   ) 
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D3. How do people dispose of the excreta from the facilities? 

a. Bush         b. Stream/River         c. Pit latrine         d. Gutter          

e. Court yard/House surrounding         f. Other (                   ) 

D4. Do people wash their hands after using the latrine?  

a. Yes          b. No 

D5. What type of ownership of latrine is preferred in your village? 

a. Village ownership          b. Private ownership          c. Private compound ownership (Group)  

d. Other (                   ) 

D6. Would you be willing to build a public latrine? 

a. Yes          b. No 

D7. (If yes) How much would you contribute for construction of the latrine? 

a. less than N100          b. less than N200          c. less than N300           

d. less than N400          e. less than N500          f. over N500 

D8. (If No) Why would you not support a public latrine? 

a. No money to contribute          b. No interest          c. Former efforts           

d. Government responsibility          e. Other (                   ) 

D9. Do people wash their hands before eating?  

a. Yes          b. No 

E. Questions about Public Participation 

E1. Did/Does village have VWESC (Village Water & Environment Sanitation Committee)? 

a. Yes, It was organized in (When           ) and still exists.  

b. Yes, It was organized in (When           ) but dose not exist now. 

c. No, but it will be organized in (When           ).   

d. No, it will not be organized. 

E2. (If “a”) How much money does household pay as an initial contribution? 

a. about N100         b. about N200         c. about N300         d. about N400          

e. about N500         f. over N500         g. None         h. don’t know          

i. donate (labor, material, etc) 

E3. (If “a”) Did/Does people pay money regularly for O&M? 

a. Yes         b. No 

E4. (If “Yes”) How much money did/does each household pays regularly for Water cost (O&M) per month? 

a. about N20         b. about N30         c. about N40         d. about N50 

e. about N60         f. about N100         g. over N100         h. None          

i. don’t know         j. donate (labor, material, etc) 
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E5. (If “b”) Why does VWESC not exist? 

a. No money to O&M         b. No knowledge for O&M         c. No service from LGA          

d. Other (                   ) 

E6. (If “c”) How much money will household pay as an initial contribution? 

a. about N100         b. about N200         c. about N300         d. about N400          

e. about N500         f. over N500         g. None         h. don’t know          

i. donate (labor, material, etc) 

E7. (If “c”) How often will each household pay the water cost (O&M)? 

a. Monthly         b. weekly         c.  When boreholes brake  

d. Other (                   ) 

E8. (If “c”) How much money will each household pay regularly for Water cost (O&M) per month? 

a. about N20         b. about N30         c. about N40         d. about N50          

e. about N60         f. about N100         g. over N100         h. None          

i. don’t know         j. donate (labor, material, etc) 

E9.(If “d”) Why will you not have VWESC? 

a. No money to contribute         b. No interest         c. Former efforts          

d. Government responsibility         e. Other (                   ) 

E10. (If money will be/is collected regularly) Who does/will collect the money for VWESC? 

a. Village Chairman         b. VWESC leader         c. Accouter of VWESC         

d. Other (                   ) 

E11. (If money will be/is collected regularly) Who does/will keep the money for VWESC? 

a. Village Chairman         b. VWESC leader         c. Accouter of VWESC 

d. Other (                   ) 

E12. Does/Did the village receive service of O&M or Sanitation/hygiene Education?  

a. Yes         b. No 

E13. (If “Yes”)  Who did/does support to Village? 

a. LGA         b. State Government         c. NGO         d. Other (                   ) 

F. Questions about Others 

F1. Do you have projects by other donor or NGO?  

a. Yes         b. No 

F2. (If “Yes”) What kind of project?   

a. Water supply & Sanitation         b. Education         c. Health          

d. Infrastructure (Ex. Road construct)         e. Other (                   ) 

F3. (If “Yes”) Who is operation the project? 

a. UNICEF         b. NGO (                   )          c. Other (                   ) 
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Household Survey to village residents 

Village No.            Village name                    LGA                  

Enumerator                   Respondent                   Age              

Sex: 1. Female   2. Male 

A : Basic Questions 

A1. Household Composition (number):  

Total           / Male (          ), Female (          ) / Boys (          ), Girls (          ) 

A2. What kind of problems does your family have? 

a. Water & Sanitation        b. Low Income        c. Education        d. Health care 

e. Other (                  ) 

A3. How are you getting income mainly by? 

a. Agriculture        b. Livestock         c. Fishery        d. Sale other item         

e. Labor work        f. Other (                  ) 

A4. How much of average income can you get? 

N             /month 

A5. How much product s do you sell per year for income?   

Agricultural products :  

a-1. Yam (             /year)            a-2. Maize (               /year)  

a-3. Beans (             /year)          a-4. Other :               (              /year) 

Livestock products :  

b-1. Chicken (            /year)         b-2. Cow (               /year)  

b-3. Goat (             /year)           b-4. Other :               (              /year) 

Fishery products :  

c-1. Fresh water fish (             /year)  c-2. Other:               (              /year) 

Main sales Item :  

d-1. Charcoal (              year)       d-2. Other:               (              /year) 

A6. How much does your family spend per month?  

Average: N              /month 

A7. How much does your family spend for ;  

a. Food: N              /month     

b. Clothes: N             /month  

c. Water-related issues/matters (O&M, Buy Water, Jelly can, etc)   N               /month 

d. Sanitation and hygiene-related issues/matters (latrine construction, etc)   N               /month 

e. Health-related issues/matters (medicine, hospital, etc)   N               /month 
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A8. Where does your family buy necessities? 

a. Rural Market        b. City Market        c. Peddler        d. Other (                  ) 

A9. What kind of Water & Sanitation problem does the village have? 

(Circle (〇) the ones that apply. Worst 3 problems) 

a. Water source is too far  

b. Little water in dry season   

c. Little water at the souse even in rainy season 

d. Water quality is bad ⇒ d-1. Smell   d-2. Color   d-3. Taste   d-4. Other (                  ) 

e. Too many people use the same water resource 

f. Poor water drainage 

g. Be broken/stolen Hand pump 

h. Many children are usually sick ⇒ (Ex. :                 )  

i. Many adults are usually sick ⇒ (Ex. :                 ) 

j. Latrines: None/Too few 

k. Not clean clothes 

l. Not clean water-drawing containers 

m. Not clean house/compounds 

n. Other (                   ) 

B. Questions about Health Condition 

B1. What kind of diseases did your family have for the last one year?  

a. Cholera         b. Guinea worm         c. Malaria         d. Diarrhea         e. Typhoid  

f. Dysentery          g. Other (                   ) 

B2. What are the causes of the disease? 

a. Dirty water         b. Irregular weather         c. Bad people         d. Unsanitary food   

e. Other (                   ) 

B3. How did you cure the diseases?   

a. Self treatment         b. Local doctor         c. Mosque/Church         d. Hospital          

e. No treatment         f. Other (                   ) 

B4. How can you prevent diseases? 

a. Clean water         b. Good sanitary condition         c. Good medicine          

d. Other (                   )  

B5. Where should the patients be treated? 

a. Hospital         b. Mosque/Church         c. Local clinic         d. Traditional treatment   

e. Specialist of water-born diseases         f. Other (                   ) 
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C. Questions about Water Supply 

C1. What is a main drinking water source in rainy season? 

a. Borehole         b. Dug Well         c. Pond         d. Stream/River 

e. Rain Water         f. Other (                   ) 

C2. How far is a main water source from your house in rainy season? 

a. 200m         b. 500m         c. 1000m         d. 1500m         e. 2000m          

f. Over 2000m 

C3. How is the water quality of main source in rainy season? 

a. Good         b. OK         c. Bad ⇒ 1. Water amount     2. Color    3. Smell     4. Taste  

C4. What is the main drinking water source in dry season? 

a. Borehole         b. Dug Well         c. Pond         d. Stream/River 

e. Rain Water         f. Other (                   ) 

C5. How far is the main water source from your house in dry season? 

a. 200m         b. 500m         c. 1000m         d. 1500m         e. 2000m          

f. Over 2000m 

C6. How is the water quality of main resource in the Dry season? 

a. Good         b. OK         c. Bad ⇒ 1. Water amount     2. Color    3. Smell     4. Taste  

C7. Who usually does fetching water for your family? 

a. Males          b. Female         c. Boys         d. Girls          e. Share by Family  

f. Other (                   ) 

C8. How many liters of water does your family use per day? 

a. less than 40 l          b. below 80 l          c. below 120 l          d. below 200 l           

e. below 300 l          f. over 300 l 

C9. What kind of facility do you use to carry the water from water source? 

a. Jelly cans          b. Plastic Bucket/Bowl          c. Clay pot          d. Calabash           

e. Iron Pail          f. Other (                   ) 

C10. What kind of facility do you use to store the water? 

a. Drum          b. Plastic Container          c. Clay Pot          d. Clay pots fitted with taps  

e. Buckets fitted with taps          f. Calabash          g. Other (                   ) 

C11. How do you treat the water before drinking? 

a. Boil          b. No treat          c. Other (                   ) 

C12. How many times do you clean the water fetching facility? 

a. Every day          b. few times per week          c. few times per month           

d. never          e. Other (                   ) 
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D. Questions about Water & Sanitation/Hygiene 

D1. Do you have latrine in your house?  

a. Yes          b. No 

D2. What type of latrine are you using? 

a. Traditional Pit Latrine  

b. Improved Traditional Pit Latrine           

c. Ventilated Improved Pit Latrine 

d. Other (                   ) 

D3. How does your family dispose of the excreta from the facilities? 

a. Bush          b. Stream/River          c. Pit latrine          d. Gutter           

e. Court yard/House surrounding          f. Other (                   ) 

D4. Do you wash your hands after using latrine?                        

a. Yes          b. No 

D5. What do you use to clean your hands after using the latrine? 

a. Water only          b. Water & leaves          c. Paper & leaves 

d. Water with soap         e. Other (                   ) 

D6. How many times do you usually clean your latrine? 

a. Every day          b. few times per week           c. few times per month  

d. never         e. Other (                   ) 

D7. Would you be willing to build a public latrine? 

a. Yes        b. No 

D8. (If yes) How much would you contribute? 

a. less than N100          b. less than N200 

c. less than N300          d. less than N400  

e. less than N500          f. over N500 

D9. (If No) Why would you not support a public latrine? 

a. No money to contribute 

b. No interest  

c. Former efforts 

d. Government responsibility 

e. Other (                   ) 

D10. Do you wash your hands before eating?  

a. Yes        b. No 
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E. Questions about Public Participation 

E1. Did/Does your village have VWESC (Village Water & Sanitation Environment Committee)? 

a. Yes, It was organized in (When           ) and still exists.  

b. Yes, It was organized in (When           ) but dose not exist now. 

c. No, but it will be organized in (When           ).   

d. No, it will not be organized. 

E2. (If “a”) How much money do you pay as an initial contribution? 

a. about N100        b. about N200        c. about N300        d. about N400         

e. about N500        f. over N500        g. None        h. don’t know         

i. donate (labor, material, etc) 

E3. (If “a”) Did/Do you pay money regularly for O&M?  

a. Yes        b. No 

E4. (If “Yes”) How much money did/do you pay regularly for Water cost (O&M) per month? 

a. about N20        b. about N30        c. about N40        d. about N50        e. about N60 

f. about N100        g. over N100 h. None        i. don’t know        

j. donate (labor, material, etc) 

E5. (If “b”) Why do you think VWESC does not exist? 

a. No money to O&M        b. No knowledge for O&M        c. No service from LGA         

d. Other (                   ) 

E6. (If “c”) How much money will you pay as an initial contribution? 

a. about N100        b. about N200        c. about N300        d. about N400         

e. about N500        f. over N500        g. None        h. don’t know 

i. donate (labor, material, etc) 

E7. (If “c”) How much money will you pay regularly for Water cost (O&M) per month? 

a. about N20        b. about N30        c. about N40        d. about N50        e. about N60         

f. about N100        g. over N100        h. None        i. don’t know         

j. donate (labor, material, etc) 

E8. (If “c”) How often will you pay the water cost (O&M)? 

a. Monthly        b. weekly        c.  When boreholes brake 

d. Other (                   ) 

E9.(If “d”) Why do you think you will not need VWESC ? 

a. No money to contribute        b. No interest        c. Former efforts         

d. Government responsibility        e. Other (                   ) 

E10. (If money will be/is collected regularly) Who does/will collect the money for VWESC? 

a. Village Chairman        b. VWESC leader        c. Accouter of VWESC  

d. Other (                   ) 
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E11. (If money will be/is collected regularly) Who does/will keep the money for VWESC? 

a. Village Chairman        b. VWESC leader        c. Accouter of VWESC  

d. Other (                   ) 

E12. Does/Did the village receive service of O&M or Sanitation / hygiene Education? 

a. Yes         b. No 

E13. (If “Yes”)  Who did/does support to Village? 

a. LGA         b. State Government         c. NGO         d. Other (                   ) 

F. Questions about Other 

(Answer only women) 

F1. How many times do you spend doing housework? 

a. Less than 2 hrs.   b. Less than 3 hrs.   c. Less than 4 hrs.   d. Less than 5 hrs.   e. Over 5 hrs. 

F2. How often do you wash your family clothes in a week? 

a. Every day   b. 5 times   c. 4 times   d. 3 times   e. 3 times   f. once a week 

F3. How many times do you spend doing washing clothes? 

a. Less than 1 hrs.   b. Less than 2 hrs.   c. Less than 3 hrs.   d. Less than 4 hrs.   e. Over 4 hrs. 

(Answer only by men) 

F4. Do you help in housework? 

a. Yes         b. No 

F5. (If “Yes”) What kind of housework? 

a. Repair house         b. Fetching Water         c. Other (                   ) 
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